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１．調査目的 

令和６年８月８日１６ 時４２分に発生した日向灘の地震（以下、「日向灘の地震」という）

では、最大震度６弱を宮崎県で観測したほか、鹿児島県で震度５強を観測するなど九州南部を

中心に強い揺れに見舞われた。今回は海域で発生した地震であったが、一部の震源に近い地域

では緊急地震速報の発表が強い揺れに間に合わなかった。今回のように日向灘では、しばしば

大地震が発生しているにもかかわらず緊急地震速報が強い揺れに間に合わないことがある。 

また、「令和３（２０２１）年度気象情報の利活用状況に関する調査報告」によれば、九州南

部・奄美地方では、緊急地震速報を知っていると答えた人の割合が９割弱と高い一方、緊急地

震速報を見聞きしたときの具体的な行動予定を決めていると回答している割合が２割弱と高く

ないことが現在の課題となっている。 

本調査は、実際に発生した日向灘の地震に対する緊急地震速報（警報）の利活用方策、効果

や評価の実態を調査することにより、今後の地震対策や情報提供に寄与し、近い将来発生する

ことが想定される大規模な地震災害に対する気象庁の防災業務に資することを目的とする。 

 

２．調査概要 

1）調査方法 

インターネット上のＷＥＢ画面に用意した質問に回答する方式（ＷＥＢ調査） 

2）実施期間 

令和６年１１月２６日（火） ～ 令和６年１２月２日（月） 

3）調査対象 

令和６年８月８日１６時４２分に発生した日向灘の地震で、震度５弱以上を観測した市町

村にいた１８歳以上の男女 

（令和２年国勢調査の人口等基本集計に基づいて割付） 

4）有効回収数 

１０００サンプル 

5）委託機関 

株式会社サーベイリサーチセンター 

 

 

  

（回収実績）

男　性 女　性

10代
20代

30代 40代 50代
60代
以上

10代
20代

30代 40代 50代
60代
以上

震度6弱 0 2 0 2 7 1 3 4 2 6

震度5強 11 26 31 27 60 32 27 33 30 68

震度5弱 22 51 53 50 111 53 48 59 57 124

小計 33 79 84 79 178 86 78 96 89 198

合計 1000

性別×
年代
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３．集計・分析の記述について 

 図表中の n は回答者の数（母数）であり、回答比率（％）算出の基数を表している。 

 回答比率（％）は、小数点第 2 位を四捨五入して、小数点第 1 位までを表示している。 

このため、回答比率の合計が 100％にならないことがある。 

 2 つ以上の複数回答ができる設問では、回答比率の合計は原則として 100％を超える。 

 調査数（ｎ値）が 30 未満のものは、統計上、回答構成比の信頼性が低いため、文章中の分析で

は言及していない。 

 地震発生時にいた場所別のクロス集計結果は、参考値として掲載し、文章中の分析では言及して

いない。 

 過去に緊急地震速報が発表された地震として、平成 28 年 4 月 14 日午後 9 時半頃に発生した熊

本地震の前震（以下、熊本地震①）、平成 28 年 4 月 16 日午前 1 時半頃に発生した熊本地震の本

震（以下、熊本地震②）、平成 30 年 9 月 6 日午前 3 時頃に発生した北海道胆振東部地震（以下、

胆振東部地震）、令和 3 年 2 月 13 日午後 11 時頃に発生した福島県沖の地震（以下、令和 3 年福

島県沖の地震）、令和 4 年 3 月 16 日午後 11 時頃に発生した福島県沖の地震（以下、令和４年福

島県沖の地震）でも同様の WEB 調査を実施しているため、本調査の日向灘の地震と比較して言及

している項目がある。 
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１．事前の対応想定有無別緊急地震速報を見聞きした際の行動比較 

 

今回の地震で緊急地震速報を見聞きした際の対応行動について、緊急地震速報を見聞きした際の対応想

定を地震発生以前に行っていたかどうかのクロス集計を実施したのが以下のグラフである。 

 

緊急地震速報を見聞きした際の対応について、「常日頃から考えていた」と回答した人を＜地震発生以前

に緊急地震速報を見聞きした際の対応を考えていた＞とし、「今回の地震を機に考えるようになった」「特

に考えていない」と回答した人を＜地震発生以前に緊急地震速報を見聞きした際の対応を考えていなかっ

た＞として分類した。前述での分類をもとに、地震発生前に緊急地震速報を見聞きした際の行動を考えて

いた人とそうでない人でみると、「なんらかの行動をとった」について、事前に対応行動を考えていなかっ

た人に比べて、考えていた人の方が高くなっている。 

 

 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を「見聞きした」と回答した方 

 

  

全体 (n=929）

地震発生以前に
緊急地震速報を見聞きした際の
対応を考えていた

(n=349）

地震発生以前に
緊急地震速報を見聞きした際の
対応を考えていなかった

(n=580）

53.9

66.2

46.6

46.1

33.8

53.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なんらかの行動をとった なにもしなかった
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また、今回の地震で緊急地震速報を見聞きした際の具体な対応行動について、緊急地震速報を見聞きし

た際の対応想定を地震発生前に行っていたかどうかのクロス集計を実施したのが以下の表である。 
 
地震発生前に緊急地震速報を見聞きした際の行動を考えていた人とそうでない人でみると、「周囲から倒

れてくる物がないか注意した」「安全と思う場所に移動した」「テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知

ろうとした」の選択肢について、事前に対応行動を考えていなかった人に比べて、考えていた人は高くなっ

ている。 

令和４年福島県沖の地震、令和３年福島県沖の地震、胆振東部地震、熊本地震②①でも、地震発生時に

緊急地震速報を見聞きした際の行動を考えていた人とそうでない人でみると、「特に何もしなかった、また

は何もできなかった」の選択肢について、事前に対応行動を考えていなかった人に比べて、考えていた人

は低くなっていることから、事前に対応行動を考えている人ほど、なにかしらの行動をとっていたことが

分かる。 

 

 日向灘の地震のベース ： 緊急地震速報を、地震発生時に「見聞きした」と回答した人のうち、 
  緊急地震速報を見聞きした際に「なんらかの行動をとった」と回答した人 
 令和４年福島県沖の地震のベース ： 震度５弱以上を観測した地域で、午後 11 時 36 分頃の緊急地震速報を、 
  地震発生時に「見聞きした」と回答した人 
 令和３年福島県沖の地震・胆振東部地震のベース 
 ： 緊急地震速報を、地震発生時に「見聞きした」と回答した人 
 （地震発生時に「そのまま眠っていた」と回答した人は除く） 
 熊本地震のベース ： 緊急地震速報を、両方、もしくはどちらかの発生時に「見聞きした」と回答した人 
 （地震発生時に「そのまま眠っていた」と回答した人は除く） 

※令和４年福島県沖の地震、令和３年福島県沖の地震、胆振東部地震、熊本地震②①では、緊急地震速報入手時の対
応想定を地震発生以前に家族で話し合ったりしたかどうかのクロス集計となっている。 
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全体 501 49.9 40.7 27.1 21.0 18.2 7.4 6.6 14.4 8.0 5.6 22.0 19.6 7.6 2.4 0.4 2.0 1.4

地震発生以前に緊急地震速報を

見聞きした際の対応を考えていた
231 52.8 45.9 31.2 20.3 17.7 6.9 7.8 14.3 6.5 6.1 26.0 17.7 7.4 2.6 0.0 2.6 0.0

地震発生以前に緊急地震速報を

見聞きした際の対応を考えていなかった
270 47.4 36.3 23.7 21.5 18.5 7.8 5.6 14.4 9.3 5.2 18.5 21.1 7.8 2.2 0.7 1.5 2.6

（%）
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全体 852 5.8 11.0 13.4 14.0 3.5 14.3 8.1 4.0 8.0 4.9 23.5 3.6 29.2 0.1 20.1

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えた
293 3.4 15.7 15.7 18.4 4.8 11.9 10.2 6.8 8.9 5.8 25.3 5.8 32.4 0.0 11.9

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えていなかった
559 7.0 8.6 12.2 11.6 2.9 15.6 7.0 2.5 7.5 4.5 22.5 2.5 27.5 0.2 24.3

全体 865 6.6 11.7 17.5 15.0 6.2 14.1 6.5 5.7 8.3 5.1 23.2 3.2 34.5 0.2 19.0

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えた
301 6.0 14.3 21.3 18.6 8.0 12.6 8.0 8.6 9.6 6.3 26.2 5.3 39.9 0.0 12.3

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えていなかった
564 6.9 10.3 15.4 13.1 5.3 14.9 5.7 4.1 7.6 4.4 21.6 2.1 31.6 0.4 22.5

全体 1230 6.9 19.6 27.6 20.2 11.1 26.3 9.8 6.9 28.9 14.2 42.0 5.8 29.2 1.4 6.4

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えた
494 5.7 21.5 31.4 21.1 13.4 28.1 13.2 8.3 33.6 15.4 48.8 6.9 27.7 1.4 3.2

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えていなかった
736 7.7 18.3 25.0 19.7 9.5 25.1 7.6 6.0 25.7 13.5 37.5 5.0 30.2 1.4 8.6

（%）

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下
ｎ

外

へ

出

た

、
ま

た

は

出

よ

う

と

し

た

安

全

だ

と

思

う

場

所

に

移

動

し

た

ド

ア

な

ど

を

開

け

て

逃

げ

道

を

確

保

し

た

子

ど

も

や

家

族

な

ど

身

近

な

人

を

守

ろ

う

と

し

た

火

の

始

末

を

し

た

家

具

な

ど

を

押

さ

え

た

、
ま

た

は

押

さ

え

よ

う

と

し

た

頭

を

守

る

、
机

の

下

で

身

を

隠

す

な

ど

そ

の

場

で

身

を

守

る

た

め

の

行

動

を

と

っ
た

周

り

の

人

に

地

震

が

来

る

こ

と

を

知

ら

せ

た 家

族

や

知

人

の

安

否

や

建

物

の

安

全

を

確

か

め

た

テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

、

携

帯

電

話

な

ど

で

地

震

情

報

を

知

ろ

う

と

し

た

避

難

す

る

準

備

を

し

た そ

の

場

で

身

構

え

た

そ

の

他

特

に

行

動

し

な

か

っ

た

、
ま

た

は

何

も

で

き

な

か

っ
た

全体 1038 7.0 11.7 21.2 22.5 3.2 13.6 10.9 4.9 28.5 44.5 7.5 31.4 1.8 10.9

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えた
161 9.3 18.0 28.6 18.0 3.7 9.9 14.3 7.5 34.2 53.4 10.6 26.7 2.5 4.3

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えていなかった
877 6.6 10.5 19.8 23.4 3.1 14.3 10.3 4.4 27.5 42.9 7.0 32.3 1.7 12.1

（%）

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下
ｎ

外

へ

出

た

、
ま

た

は

出

よ

う

と

し

た

安

全

と

思

う

場

所

に

移

動

し

た

ド

ア

な

ど

を

開

け

て

逃

げ

道

を

確

保

し

た

子

ど

も

や

家

族

な

ど

身

近

な

人

を

守

ろ

う

と

し

た

火

の

始

末

を

し

た

家

具

な

ど

を

押

え

た

、
ま

た

は

押

え

よ

う

と

し

た

頭

を

守

る

、
机

の

下

に

身

を

隠

す

な

ど

そ

の

場

で

身

を

守

る

た

め

の

行

動

を

と

っ
た

周

り

の

人

に

地

震

が

来

る

こ

と

を

知

ら

せ

た テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

、

携

帯

電

話

な

ど

で

地

震

情

報

を

知

ろ

う

と

し

た

そ

の

場

で

身

構

え

た

そ

の

他

特

に

行

動

し

な

か

っ

た

、
ま

た

は

何

も

で

き

な

か

っ
た

全体 1581 7.3 11.2 6.8 14.2 4.0 5.5 11.4 7.1 16.0 31.8 1.1 26.6

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えた
423 8.7 17.3 11.1 20.8 7.1 6.9 16.5 12.8 19.4 37.6 0.9 13.9

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えていなかった
1158 6.8 9.0 5.3 11.8 2.8 5.0 9.5 5.1 14.8 29.6 1.1 31.2

全体 1615 5.5 12.5 7.2 12.9 7.4 5.4 8.8 9.0 24.0 35.0 0.7 24.5

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えた
222 9.5 20.3 15.3 21.2 15.8 8.1 14.0 18.0 32.4 44.6 0.5 13.5

地震発生以前に緊急地震速報入手時

の対応を考えていなかった
1393 4.9 11.3 6.0 11.6 6.0 5.0 8.0 7.6 22.6 33.5 0.8 26.3

日
向
灘

胆
振

東
部

熊
本
②

熊
本
①

令
和

４
年
福
島
県
沖

11

時
36
分

11
時
34
分

令
和
３
年

福
島
県
沖
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２．地震時における猶予時間別効果の有無と効果の内容 

 

日向灘の地震での緊急地震速報の効果の有無と、緊急地震速報の効果について緊急地震速報を見聞きし
てから地震の揺れまでの猶予時間別に示した結果が以下のグラフである。 

 
緊急地震速報の効果の有無については、猶予時間が長いほど「効果があった」とする人が高く、緊急地

震速報を見たり聞いたりして地震の揺れまでに数秒でも猶予時間がある場合には「効果があった」とする
人は９割台半ばで、緊急地震速報が地震の揺れに間に合わなくても「効果があった」とする人は 7 割台半
ばいることから、緊急地震速報の効果を評価する人が高いことがわかる。 

「効果があった」具体的な効果の内容については、猶予時間があった場合、猶予時間がなかった場合と
もに、「揺れに対する心構えができた」が最も高かった。 

令和４年福島県沖の地震、令和３年福島県沖の地震、胆振東部地震、熊本地震②①では猶予時間があっ
た場合に「効果があった」具体的な効果の内容については、「揺れに対する心構えができた」が最も高く、
次いで「緊急地震速報を聞いて、体感していた揺れが地震であることがわかった」であった。一方、猶予
時間がなかった場合に「効果があった」具体的な効果の内容については、「緊急地震速報を聞いて、体感し
ていた揺れが地震であることがわかった」が最も高く、次いで「揺れに対する心構えができた」であっ
た。また、緊急地震速報が地震の揺れに間に合わなくても「効果があった」とする人が一定数いること
は、今回の日向灘の地震と同じ傾向であった。 

 
 ベース：緊急地震速報の効果で、「効果はなかった」と回答した人以外 

 

 

よ

く

お

ぼ

え

て

い

な

い

- 揺れに対す

る心構えが

できた

- 身を守るた

めの行動が

できた

- 周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

周りの人を守

ることができ

た

その他

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

周りの人を守

ることができ

た

その他-

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

す

る

前

に

強

い

揺

れ

が

来

た

- 揺れに対す

る心構えが

できた

- 身を守るた

めの行動が

できた

周りの人を守

ることができ

た

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

た

の

と

ほ

ぼ

同

時

に

強

い

揺

れ

が

来

た

- 揺れに対す

る心構えが

できた

- 身を守るた

めの行動が

できた

- 周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

周りの人を守

ることができ

た

その他

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

周りの人を守

ることができ

た

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

５

秒

以

内

に

強

い

揺

れ

が

来

た

- 揺れに対す

る心構えが

できた

- 身を守るた

めの行動が

できた

- 周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

５

秒

以

上

後

に

強

い

揺

れ

が

来

た

- 揺れに対す

る心構えが

できた

- 身を守るた

めの行動が

できた

-
効果が

あった

92.4

効果が

なかった

7.6

n=119 (%)

76.4

40.9
20.0 12.7

1.8
0%

50%

100%
n=110

効果が

あった

94.2

効果が

なかった

5.8

n=224

81.5

40.3

13.7 6.6 1.4
0%

50%

100%
n=211

効果が

あった

80.0

効果が

なかった
20.0

n=240 (%)

70.3

44.8

10.9 4.2 0.5
0%

50%

100%
n=192

効果が

あった
75.0

効果が

なかった
25.0

n=196

69.4

38.8

12.9 10.2 3.4
0%

50%

100%
n=147

効果が

あった

72.7

効果が

なかった
27.3

n=150 (%)

79.8

32.1
13.8 5.5 2.8

0%

50%

100%
n=109

(%)

(%)
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 〔令和４年福島県沖の地震〕 

 ベース：緊急地震速報の効果で、「効果はなかった」と回答した人以外 

 

 

  

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

５

秒

以

内

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

５

秒

以

上

後

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

た

の

と

ほ

ぼ

同

時

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

す

る

前

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

よ

く

お

ぼ

え

て

い

な

い

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

効果が

あった
95.8

効果が

なかった

4.2

n=71 (%)

45.6
67.6

22.1 27.9

4.4 7.4 10.3
0.0

0%

50%

100%
n=68

効果が

あった

95.7

効果が

なかった
4.3

n=186

55.1
64.0

23.0 26.4
11.8 15.7 16.9

1.1
0%

50%

100%
n=178

効果が

あった
89.0

効果が

なかった
11.0

n=273 (%)

60.5
46.1

15.6 19.8
9.9 5.3 8.6 0.4

0%

50%

100%
n=243

効果が

あった
81.0

効果が

なかった
19.0

n=205

59.0
48.2

15.7 16.9 10.8 4.2 6.0 3.0
0%

50%

100%
n=166

効果が

あった

73.5

効果が

なかった

26.5

n=117 (%)

37.2
57.0

11.6 16.3 11.6 4.7 5.8 0.0
0%

50%

100%
n=86

(%)

(%)
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 〔令和３年福島県沖の地震〕 

 ベース：緊急地震速報の効果で、「効果はなかった」と回答した人以外 

 

 

 

  

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

５

秒

以

内

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

５

秒

以

上

後

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

た

の

と

ほ

ぼ

同

時

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

す

る

前

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動した

りするなどし

て被害を軽

減できた

よ

く

お

ぼ

え

て

い

な

い

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

効果が

あった
91.7

効果が

なかった
8.3

n=120 (%)

40.0

68.2

27.3 31.8
12.7 10.9 16.4

0.9
0%

50%

100%
n=110

効果が

あった
95.0

効果が

なかった

5.0

n=261

46.0
66.1

19.8
29.4

14.1 10.5 11.3
0.8

0%

50%

100%
n=248

効果が

あった
87.7

効果が

なかった

12.3

n=414 (%)

54.3 58.7

20.1 24.0
12.7 8.8 11.8

1.1
0%

50%

100%
n=363

効果が

あった
77.9

効果が

なかった
22.1

n=294

50.2 50.7

24.5 30.6
15.7 8.3 12.2 3.9

0%

50%

100%
n=229

効果が

あった
80.9

効果が

なかった
19.1

n=141 (%)

46.5
57.9

14.0 13.2 8.8 7.9 9.6 0.9
0%

50%

100%
n=114

(%)

(%)
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 〔平成３０年胆振東部地震〕 

 ベース：緊急地震速報の効果で、「効果はなかった」と回答した人以外 

 

 

  

身近な人を

守ることがで

きた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

5

秒

以

内

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

5

秒

以

上

後

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

た

の

と

ほ

ぼ

同

時

だ

っ
た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

す

る

前

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

よ

く

お

ぼ

え

て

い

な

い

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

身近な人を

守ることがで

きた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

その他

身近な人を

守ることがで

きた

何をすべき

か、行動の

きっかけに

なった

その他

効果が

あった
83.8

効果は

なかった
16.2

n=68 (%)

45.6

73.7

17.5
0.0

12.3 12.3
22.8

5.3

0%

50%

100%
n=57

効果が

あった
87.5

効果は

なかった
12.5

n=136

52.9 55.5

19.3 10.1 6.7
16.0 21.8

0.8
0%

50%

100%
n=119

効果が

あった
87.1

効果は

なかった

12.9

n=280 (%)

61.9
44.3

13.9 9.0 7.4 10.2
21.7

1.6
0%

50%

100%
n=244

効果が

あった

67.3

効果は

なかった
32.7

n=392

54.5
43.9

16.7 8.7 5.7 8.7
28.4

1.9
0%

50%

100%
n=264

効果が

あった

69.1

効果は

なかった

30.9

n=162 (%)

47.3 46.4

15.2
3.6 8.9 10.7 18.8

1.8
0%

50%

100%
n=112

(%)

(%)
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 〔平成２８年熊本地震②〕 

 ベース：緊急地震速報の効果で、「効果はなかった」と回答した人以外 

 

 
  

身近な人を

守ることがで

きた

その他

よ

く

お

ぼ

え

て

い

な

い

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

す

る

前

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

た

の

と

ほ

ぼ

同

時

だ

っ
た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

5

秒

以

内

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

5

秒

以

上

後

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

効果が

あった

96.1

効果は

なかった

3.9

n=257 (%)

48.6

73.7

25.5
9.3 13.0 9.7 0.8

0%

50%

100%
n=247

効果が

あった
93.9

効果は

なかった

6.1

n=361

54.0
72.6

22.7
3.5 11.5 7.4 0.9

0%

50%

100%
n=339

効果が

あった

89.4

効果は

なかった
10.6

n=359 (%)

57.9 62.6

22.4
8.4 9.7 10.0 2.2

0%

50%

100%
n=321

効果が

あった

66.0

効果は

なかった
34.0

n=350

56.7 52.8

21.6
10.8 8.2 9.5 7.8

0%

50%

100%
n=231

効果が

あった
76.8

効果は

なかった
23.2

n=254 (%)

52.3
62.6

16.4
2.6 11.3 8.7 3.6

0%

50%

100%
n=195

(%)

(%)
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 〔平成２８年熊本地震①〕 

 ベース：緊急地震速報の効果で、「効果はなかった」と回答した人以外 

 

 

 

  

身近な人を

守ることがで

きた

その他

よ

く

お

ぼ

え

て

い

な

い

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

す

る

前

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

た

の

と

ほ

ぼ

同

時

だ

っ
た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

5

秒

以

内

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

身近な人を

守ることがで

きた

その他

「

緊

急

地

震

速

報

」
を

見

た

り

聞

い

た

り

し

て

5

秒

以

上

後

に

強

い

揺

れ

が

来

た

緊急地震速

報を聞いて、

体感していた

揺れが地震

であることが

わかった

揺れに対す

る心構えが

できた

自分自身の

身を守るた

めの行動が

できた

ものを保護し

たり移動する

などして被害

を軽減できた

周りの人に地

震が来ること

を知らせるこ

とができた

効果が

あった
94.1

効果は

なかった
5.9

n=287 (%)

48.9

75.2

25.2
9.3 16.7 10.4

0.7
0%

50%

100%
n=270

効果が

あった
92.8

効果は

なかった

7.2

n=374

59.1
69.2

20.5
4.9 8.9 6.6 0.9

0%

50%

100%
n=347

効果が

あった

86.1

効果は

なかった
13.9

n=303 (%)

55.6 62.5

23.4
6.1 11.5 10.3 2.3

0%

50%

100%
n=261

効果が

あった
72.4

効果は

なかった

27.6

n=399

56.7 56.4

21.1
11.1 7.6 10.0 6.9

0%

50%

100%
n=289

効果が

あった
77.0

効果は

なかった
23.0

n=252 (%)

49.5
67.5

16.0
2.6 9.3 8.2 4.1

0%

50%

100%
n=194

(%)

(%)
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３．南海トラフ地震臨時情報の認知度 

 

今回の日向灘の地震では、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が初めて発表された。南海トラフ
地震臨時情報について、発表される前から発表後にかけての認知度をまとめた結果が以下のグラフであ
る。 

 

南海トラフ地震臨時情報の発表される前から発表後にかけての認知度については、Q24 における＜今回

発表される前＞の回答と、＜今現在＞の回答をもとに分類を行った。＜今回発表される前＞から「どのよ

うな情報であるか知っていた」と回答した人を「今回発表される前から、どのような情報であるか知って

いた」とし、＜今回発表される前＞では「名前は聞いたことがあるが、どのような情報であるかは知らな

かった」「名前も知らなかった」と回答し、＜今現在＞は「どんな情報であるか知っている」と回答した人

を「名前を聞いたことがあったが、今回の発表でどのような情報であるかを知った」「名前も知らなかった

が、今回の発表でどのような情報であるかを知った」として分類した。「今回発表される前から、どのよう

な情報であるか知っていた」とする人は３割台半ば（34.3％）にとどまっていたが、今回の発表によっ

て、「名前を聞いたことがあったが、今回の発表でどのような情報であるか知った」とする人が２割台半ば

（25.6％）、「名前も知らなかったが、今回の発表でどのような情報であるか知った」とする人が１割弱

（7.9％）で、多くの方が南海トラフ地震臨時情報についての認知度が向上するきっかけとなったと考えら

れる。 
 

 
 
また、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）に伴い政府から「地震の備えの再確認」が呼びかけら

れた。この情報発表前後で、緊急地震速報を含む地震や津波の情報の取得に対する意識の変化について、

南海トラフ地震臨時情報の認知度によるクロス集計を実施したのが以下の表である。 
 
今回の南海トラフ地震臨時情報の発表をきっかけに、どのような情報であるかを知った人は、「地震や津

波に関する情報の内容について調べた」と回答した人が３割弱（27.2％）と高くなっている。 

 

全体 (n=1000） 34.3 25.6 7.9 22.1 5.9 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回発表される前から、どのような情報であるか知っていた

名前を聞いたことがあったが、今回の発表でどのような情報であるかを知った

名前も知らなかったが、今回の発表でどのような情報であるかを知った

今回発表される前も、今現在も名前は聞いたことがあったが、どのような情報であるかは知らない

名前も知らなかったが、今回の発表で名前を聞いた（どんな情報であるかは知らない）

今現在も、名前も知らない

(%)

ｎ

す

ぐ

に

情

報

が

取

れ

る

よ

う

に

、
起

き

て

い

る

時

に

は

ラ

ジ

オ

や

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

等

を

携

帯

す

る

よ

う

に

し

た

す

ぐ

に

情

報

が

取

れ

る

よ

う

に

、
就

寝

時

に

は

ラ

ジ

オ

や

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

を

枕

元

に

置

く

よ

う

に

し

た

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

に

防

災

用

ア

プ

リ

を

イ

ン

ス

ト
ー

ル

し

た

自

治

体

等

の

災

害

情

報

メ
ー

ル

や

ア

プ

リ

、
S

N

S

等

に

登

録

し

た

（
聞

こ

え

や

す

い

よ

う

に

）

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

の

音

量

を

大

き

く

し

た

ニ

ュ
ー

ス

を

こ

ま

め

に

確

認

す

る

よ

う

に

な

っ
た

地

震

や

津

波

に

関

す

る

情

報

の

内

容

に

つ

い

て

調

べ

た

そ

の

他

特

に

変

化

は

な

か

っ
た

地

震

の

備

え

の

再

確

認

が

呼

び

か

け

ら

れ

た

こ

と

を

知

ら

な

か

っ
た

1000 35.3 31.4 12.8 9.5 4.4 29.4 19.4 1.2 21.6 3.6

今回発表される前から、どのような

情報であるか知っていた
343 42.6 31.2 14.9 9.6 6.7 30.0 21.3 0.3 19.0 0.9

今回の発表で、どのような情報で

あるかを知った
335 36.7 35.8 15.5 11.6 2.7 34.0 27.2 1.8 17.3 1.2

今現在、名前を聞いたことがあるが、

どのような情報であるか知らない
280 27.1 30.0 8.9 7.9 3.6 25.7 10.0 1.8 27.5 6.1

今現在、名前も知らない 42 19.0 7.1 0.0 2.4 4.8 11.9 4.8 0.0 38.1 28.6

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下

南

海

ト

ラ

フ

地

震

臨

時

情

報

の

認

知

度

全体
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１．回答者属性 

性別  年代 

   
 

地震発生時にいた場所  地震発生時にいた場所の震度 

   
 

令和６年８月８日１６時４２分に日向灘で 

発生した地震の緊急地震の認知状況 

   

n = 1000

男性

45.3女性

54.7

（%）

n = 1000

１０代～２０代

11.9

３０代

15.7

４０代

18.0５０代

16.8

６０代以上

37.6

（%）

n = 1000

宮崎県

41.3 

鹿児島県

58.7 

（%）

n = 1000

震度６弱

2.7

震度５強

34.5

震度５弱

62.8

（%）（%）

n = 1000

見聞きした

92.9 

見聞きして

いない

7.1 

覚えていない

0.0 

（%）（%）
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２．地震発生時の状況 

（１）地震発生時にいた場所 

Q2 地震発生時、どちらにいらっしゃいましたか。自動車や電車など交通機関で移動中の方は、「屋

外」のうちいずれか近いものを選択してください。 

 

 

 

地震発生時にいた場所については、「戸建住宅」と回答した人が４割台半ば（45.9％）となっている。次いで

「集合住宅（マンション、アパート、高齢者入居施設、学校・会社の寮など）」と回答した人が２割台半ば

（23.5％）であった。 

 

  

全体 (n=1000） 45.9 23.5 18.6 7.8

0.7 1.1 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建住宅

集合住宅（マンション、アパート、高齢者入居施設、学校・会社の寮など）

住宅以外の建物内

屋外（街中や住宅地、田畑、自宅の庭など）

屋外（山や森の中）

屋外（浜、磯、堤防等の海のすぐ近く）

その他
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年代別にみると、６０代以上では「戸建住宅」と回答した人が高く、６割強（61.7％）であった。１０代～

２０代では「集合住宅（マンション、アパート、高齢者入居施設、学校・会社の寮など）」と回答した人が

37.0％で最も高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

45.9

46.6

45.3

30.3

33.1

39.4

40.5

61.7

59.3

42.9

47.0

44.6

46.8

23.5

19.4

26.9

37.0

30.6

22.2

21.4

17.8

14.8

20.3

25.6

19.1

26.6

18.6

19.2

18.1

18.5

19.7

23.3

26.2

12.5

11.1

21.7

17.2

20.6

17.2

7.8

9.1

6.8

10.1

10.2

8.9

7.1

5.9

11.1

10.7

6.1

10.2

6.1

0.7

1.3

0.2

0.0

1.3

0.6

0.6

0.8

3.7

1.2

0.3

1.5

0.2

1.1

1.8

0.5

2.5

1.3

1.7

1.2

0.3

0.0

0.6

1.4

0.7

1.4

2.4

2.6

2.2

1.7
3.8

3.9

3.0

1.1

0.0

2.6

2.4

3.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建住宅

集合住宅（マンション、アパート、高齢者入居施設、学校・会社の寮など）

住宅以外の建物内

屋外（街中や住宅地、田畑、自宅の庭など）

屋外（山や森の中）

屋外（浜、磯、堤防等の海のすぐ近く）

その他
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（２）地震発生時にしていたこと 

Q3 地震発生時、何をされていましたか。 

 

 

 

地震発生時にしていたことについては、「座っていた、寝転がっていた（目は覚めていた）」と回答した人が

５割台半ば（53.8％）で最も高く、次いで「立っていた、歩いていた」と回答した人が２割台半ば（25.1％）と

なっている。 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「立っていた、歩いていた」と回答した人は、１０～２０代（30.3％）、４０代（31.7％）で

３割以上と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000） 53.8 25.1

0.5

3.5

0.7 0.9

4.8 5.3 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

座っていた、寝転がっていた（目は覚めていた） 立っていた、歩いていた

走っていた、スポーツをしていた 自動車の運転や、大型機械の操作をしていた

自転車やバイクを運転していた 乗り物で移動していた（運転はしていない）

眠っていた その他

覚えていない

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

53.8

57.6

50.6

51.3

49.0

48.3

57.1

57.7

51.9

49.9

56.1

49.6

56.7

25.1

19.0

30.2

30.3

24.8

31.7

28.0

19.1

22.2

28.1

23.6

27.6

23.3

0.5

0.7

0.4

0.8

0.6

0.0

0.0

0.8

0.0

0.3

0.6

0.5

0.5

3.5

4.6

2.6

1.7
7.6

4.4

3.6

1.9

3.7

5.5

2.4

5.3

2.2

0.7

0.7

0.7

1.7

1.9

0.6

0.6

0.0

3.7

0.6

0.6

1.0

0.5

0.9

1.1

0.7

1.7

0.6

1.1

1.8

0.3

0.0

1.7

0.5

1.5

0.5

4.8

6.8

3.1

3.4

3.8

3.9

3.6

6.6

3.7

4.9

4.8

4.6

4.9

5.3

3.8

6.6

4.2

4.5

5.0

3.0

7.2

14.8

5.8

4.6

7.0

4.1

5.4

5.7

5.1

5.0

7.0

5.0

2.4
6.4

0.0
3.2

6.8

2.9
7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

座っていた、寝転がっていた（目は覚めていた） 立っていた、歩いていた

走っていた、スポーツをしていた 自動車の運転や、大型機械の操作をしていた

自転車やバイクを運転していた 乗り物で移動していた（運転はしていない）

眠っていた その他

覚えていない
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（３）目が覚めたきっかけ 

Q4 「眠っていた」方は、何をきっかけに目を覚ましましたか。 

n=48 ベース：地震発生時に、「眠っていた」と回答した方 

 

 

 

目が覚めたきっかけについては、「地震の揺れで」と回答した人が半数程度となっている。 

 

 

 

 

 

震度別にみると、震度５弱の地域では、「緊急地震速報で」と回答した人が半数程度となっている。 

 

  

全体 (n=48） 33.3 54.2 6.3 6.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急地震速報で 地震の揺れで

周りの人の声で 何で目を覚ましたか覚えていない

その他

全体 (n=48）

＜性別＞

男性 (n=31）

女性 (n=17）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=4）

３０代 (n=6）

４０代 (n=7）

５０代 (n=6）

６０代以上 (n=25）

＜震度別＞

震度６弱 (n=1）

震度５強 (n=17）

震度５弱 (n=30）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=19）

鹿児島県 (n=29）

33.3

32.3

35.3

50.0

16.7

57.1

50.0

24.0

0.0

0.0
53.3

0.0
55.2

54.2

58.1

47.1

50.0

50.0

14.3

50.0

68.0

100.0

94.1

30.0

94.7

27.6

6.3

6.5

5.9

0.0
16.7

28.6

0.0

0.0

0.0
5.9

6.7

5.3

6.9

6.3

3.2

11.8

0.0
16.7

0.0

0.0
8.0

0.0

0.0
10.0

0.0
10.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急地震速報で 地震の揺れで

周りの人の声で 何で目を覚ましたか覚えていない

その他
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（４）地震発生時にいた場所の危険度 

Q5 あなたがいた場所は、ものが落ちてくる、倒れてくる、閉じ込められる等、地震の揺れに対して危

険を感じましたか。 

 

 

 

地震発生時にいた場所の危険度については、「危険であると感じた」と回答したが６割弱（58.1％）であった。 

一方「危険がないと感じた」と回答した人は３割強（32.1%）であった。 

 

 

 

 
 

年代別にみると、６０代以上は「危険がないと感じた」と回答した人が４割弱（39.1％）と高くなっている。 

震度別にみると、震度５強の地域では「危険であると感じた」と回答した人が６割台半ば（66.7％）で、震度

５弱の地域（52.4％）に比べて14.3 ポイント高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000） 58.1 32.1 9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

危険であると感じた 危険がないと感じた 危険があったか分からなかった

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

58.1

55.8

60.0

65.5

59.9

63.9

63.7

49.7

81.5

66.7

52.4

67.1

51.8

32.1

34.2

30.3

25.2

29.9

27.2

28.6

39.1

14.8

25.5

36.5

25.7

36.6

9.8

9.9

9.7

9.2

10.2

8.9

7.7

11.2

3.7

7.8

11.1

7.3

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

危険であると感じた 危険がないと感じた 危険があったか分からなかった
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（５）緊急地震速報を見聞きした手段 

Q6 この地震の緊急地震速報を何で見聞きしましたか。（いくつでも） 

n=929 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を「見聞きした」と回答した方 

 

 

緊急地震速報を見聞きした手段については、「エリアメール、緊急速報メール（携帯電話・スマートフォ

ン）」と回答した人が６割強（61.2％）と最も高く、次いで「テレビ」が５割弱（47.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

年代別にみると、１０代～２０代では「ＳＮＳ（Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、ＹｏｕＴｕｂｅ、Ｉｎｓｔａｇｒ

ａｍ、ＬＩＮＥなど）」と回答した人が２割台半ば（27.6％）と高くなっている。 

 

  

n=929

テレビ

ラジオ

エリアメール、緊急速報メール（携帯電話・スマートフォン）

防災アプリ（スマートフォン）（例：ＮＨＫニュース・防災アプリ、
Ｙａｈｏｏ！防災速報、ＰＲＥＰ・ゆれくるコール、ＮＥＲＶ防災など）

ＳＮＳ（Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、ＹｏｕＴｕｂｅ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、ＬＩＮＥなど）

公共の放送設備による放送（防災行政無線、館内放送など）

専用受信機（パソコンの専用ソフトを含む）

その他

47.1

5.9

61.2

25.9

9.4

6.9

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(%)

ｎ

テ

レ

ビ

ラ

ジ

オ

エ

リ

ア

メ
ー

ル

、
緊

急

速

報

メ
ー

ル

（
携

帯

電

話

・

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

）

防

災

ア

プ

リ

（
ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

）

（
例

：

Ｎ

Ｈ

Ｋ

ニ

ュ
ー

ス

・

防

災

ア

プ

リ

、
Ｙ

ａ

ｈ

ｏ

ｏ

！

防

災

速

報

、

Ｐ

Ｒ

Ｅ

Ｐ

・

ゆ

れ

く

る

コ
ー

ル

、
Ｎ

Ｅ

Ｒ

Ｖ

防

災

な

ど

）

Ｓ

Ｎ

Ｓ

（
Ｘ

（
旧

Ｔ

ｗ

ｉ

ｔ

ｔ

ｅ

ｒ

）
、

Ｙ

ｏ

ｕ

Ｔ

ｕ

ｂ

ｅ

、
Ｉ

ｎ

ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｒ

ａ

ｍ

、

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

な

ど

）

公

共

の

放

送

設

備

に

よ

る

放

送

（
防

災

行

政

無

線

、

館

内

放

送

な

ど

）

専

用

受

信

機

（
パ

ソ

コ

ン

の

専

用

ソ

フ

ト

を

含

む

）

そ

の

他

929 47.1 5.9 61.2 25.9 9.4 6.9 0.5 0.4

男性 422 44.8 6.9 57.8 28.9 8.3 7.3 0.5 0.2

女性 507 49.1 5.1 64.1 23.5 10.3 6.5 0.6 0.6

１０代～２０代 105 50.5 13.3 60.0 26.7 27.6 4.8 1.0 0.0

３０代 140 45.0 3.6 65.0 20.0 13.6 7.1 0.0 1.4

４０代 163 41.7 3.1 64.4 21.5 9.2 4.9 0.0 0.0

５０代 163 43.6 6.7 63.2 23.9 4.9 9.2 1.2 0.6

６０代以上 358 51.1 5.6 57.8 31.0 4.5 7.3 0.6 0.3

震度６弱 25 36.0 12.0 56.0 28.0 12.0 24.0 0.0 0.0

震度５強 322 43.5 5.3 61.2 28.6 11.5 5.0 0.3 0.6

震度５弱 582 49.7 6.0 61.5 24.4 8.1 7.2 0.7 0.3

宮崎県 387 43.7 5.4 61.0 28.7 10.6 6.2 0.5 0.5

鹿児島県 542 49.6 6.3 61.4 24.0 8.5 7.4 0.6 0.4

地震発生時

にいた場所別

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下

全体

性別

年代別

震度別
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（６）緊急地震速報を見聞きしてから揺れを感じるまでの時間 

Q7 緊急地震速報を見たり聞いたりしてから強い地震の揺れを感じるまで、だいたいどのくらいの

時間があったと感じましたか。 

n=929 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を「見聞きした」と回答した方 

 

 

緊急地震速報を見聞きしてから揺れを感じるまでの時間については、「緊急地震速報の前に強い揺れがきた」

と回答した人が２割強（21.1％）、であった。 

一方「５秒以内に強い揺れが来た」と回答した人は２割台半ば（24.1％）で、「５秒から１０秒以内に強い揺

れが来た」（10.4％）、「１０秒以上後に強い揺れが来た」（2.4％）を合わせた「強い揺れが来る前に緊急地震速

報を見聞きした」と回答した人は３割台半ば（36.9％）であった。 

 

 

 

 

 

震度別にみると、震度５強の地域では「緊急地震速報の前に強い揺れがきた」と回答した人が３割台半ば

（36.6％）と高くなっている。 

地震発生時にいた場所別では、宮崎県では「緊急地震速報の前に強い揺れがきた」と回答した人が３割台半

ば（35.7％）で、鹿児島県（10.7％）に比べて25.0 ポイント高くなっている。 

  

全体 (n=929） 21.1 25.8 24.1 10.4

2.4

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急地震速報の前に強い揺れが来た ほぼ同時に強い揺れが来た

５秒以内に強い揺れが来た ５秒から１０秒以内に強い揺れが来た

１０秒以上後に強い揺れが来た よくおぼえていない

全体 (n=929）

＜性別＞

男性 (n=422）

女性 (n=507）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=105）

３０代 (n=140）

４０代 (n=163）

５０代 (n=163）

６０代以上 (n=358）

＜震度別＞

震度６弱 (n=25）

震度５強 (n=322）

震度５弱 (n=582）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=387）

鹿児島県 (n=542）

21.1

17.8

23.9

24.8

24.3

25.2

17.8

18.4

48.0

36.6

11.3

35.7

10.7

25.8

25.6

26.0

24.8

20.7

22.1

27.6

29.1

28.0

31.7

22.5

30.2

22.7

24.1

25.4

23.1

23.8

22.9

24.5

27.6

22.9

12.0

14.3

30.1

14.5

31.0

10.4

11.8

9.3

14.3

12.1

11.0

11.0

8.1

4.0

3.4

14.6

4.1

14.9

2.4

4.0

1.0

1.0
3.6

0.6
4.3

2.2

0.0

1.6
2.9

1.6
3.0

16.1

15.4

16.8

11.4

16.4

16.6

11.7

19.3

8.0

12.4

18.6

14.0

17.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急地震速報の前に強い揺れが来た ほぼ同時に強い揺れが来た

５秒以内に強い揺れが来た ５秒から１０秒以内に強い揺れが来た

１０秒以上後に強い揺れが来た よくおぼえていない
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（７）緊急地震速報を見聞きした際における緊急地震速報に対する理解 

Q8 音や映像で緊急地震速報であるとすぐに認識できましたか。 

n=929 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を「見聞きした」と回答した方 

 

 

緊急地震速報を見聞きした際における緊急地震速報に対する理解については、「はい」と回答した人は９割強

（92.8％）であった。 

 

 

 

 
 

性別、年代別、震度別にみても、全体と傾向は変わらない。 

 

  

全体 (n=929） 92.8 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ

全体 (n=929）

＜性別＞

男性 (n=422）

女性 (n=507）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=105）

３０代 (n=140）

４０代 (n=163）

５０代 (n=163）

６０代以上 (n=358）

＜震度別＞

震度６弱 (n=25）

震度５強 (n=322）

震度５弱 (n=582）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=387）

鹿児島県 (n=542）

92.8

94.8

91.1

96.2

92.9

92.6

92.6

91.9

92.0

91.3

93.6

91.5

93.7

7.2

5.2

8.9

3.8

7.1

7.4

7.4

8.1

8.0

8.7

6.4

8.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ
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（８）緊急地震速報を見聞きした際の行動 

Q9 緊急地震速報を見聞きした際、あなたは何か行動をとりましたか。 

n=929 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を「見聞きした」と回答した方 

 

 

緊急地震速報を見聞きした際の行動については、「なんらかの行動をとった」と回答した人は５割台半ば

（53.9％）、「なにもしなかった」と回答した人は４割台半ば（46.1％）であった。 

 

 

 

 
 

年代別にみると、「なんらかの行動をとった」と回答した人は年代が低いほど高くなり、１０代～２０代では７割

弱（67.6％）となっている。 

 

  

全体 (n=929） 53.9 46.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なんらかの行動をとった なにもしなかった

全体 (n=929）

＜性別＞

男性 (n=422）

女性 (n=507）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=105）

３０代 (n=140）

４０代 (n=163）

５０代 (n=163）

６０代以上 (n=358）

＜震度別＞

震度６弱 (n=25）

震度５強 (n=322）

震度５弱 (n=582）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=387）

鹿児島県 (n=542）

53.9

53.1

54.6

67.6

66.4

58.9

51.5

43.9

64.0

60.6

49.8

58.7

50.6

46.1

46.9

45.4

32.4

33.6

41.1

48.5

56.1

36.0

39.4

50.2

41.3

49.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なんらかの行動をとった なにもしなかった
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（９）緊急地震速報をきっかけにとった行動 

Q10 緊急地震速報を見聞きしてどういう行動をとりましたか。（いくつでも） 

n=501 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を見聞きした際に「なんらかの行動をとった」と回答した方 

 
 

緊急地震速報をきっかけにとった行動については、「その場で身構えた」と回答した人が約５割（49.9％）と最も

高く、次いで「周囲から倒れてくる物がないか注意した」と回答した人が約４割（40.7％）であった。 

 

  

n=501

その場で身構えた

周囲から倒れてくる物がないか注意した

安全と思う場所に移動した

頭を守る、机の下で身を隠すなどその場で身を守るための
行動をとった

子どもや家族など身近な人を守ろうとした

火の始末をした

家具などを押えた、または押えようとした

ドアなどを開けて逃げ道を確保した

外へ出た、または出ようとした

周りの人に地震が来ることを知らせた

テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした

家族や知人の安否を確かめた

避難する準備をした

（乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした

（乗り物を運転しており）急ブレーキをかけた

その他

覚えていない

49.9

40.7

27.1

21.0

18.2

7.4

6.6

14.4

8.0

5.6

22.0

19.6

7.6

2.4

0.4

2.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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年代別にみると、３０代では「子どもや家族など身近な人を守ろうとした」と回答した人が約３割（30.1％）

と高くなっている。６０代以上では「テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした」と回答した人

が約３割台半ば（33.1％）と高くなっている。 

 

  

(%)

ｎ

そ

の

場

で

身

構

え

た

周

囲

か

ら

倒

れ

て

く

る

物

が
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か
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し

た
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に
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動

し

た

頭

を
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る

、
机

の

下

で

身

を

隠

す

な

ど

そ

の

場

で

身

を

守

る

た

め

の

行

動

を

と

っ
た

子

ど

も

や

家

族

な

ど

身

近

な

人

を

守

ろ

う

と

し

た

火

の

始

末

を

し

た

家

具

な

ど

を

押

え

た

、
ま

た

は

押

え

よ

う

と

し

た

ド

ア

な

ど

を

開

け

て

逃

げ

道

を

確

保

し

た

外

へ

出

た

、
ま

た

は

出

よ

う

と

し

た

周

り

の

人

に

地

震

が

来

る

こ

と

を

知

ら

せ

た

テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

、
携

帯

電

話

な

ど

で

地

震

情

報

を

知

ろ

う

と

し

た

家

族

や

知

人

の

安

否

を

確

か

め

た

避

難

す

る

準

備

を

し

た

（
乗

り

物

を

運

転

し

て

お

り

）

緩

や

か

に

ス

ピ
ー

ド

を

落

と

し

た

（
乗

り

物

を

運

転

し

て

お

り

）

急

ブ

レ
ー

キ

を

か

け

た

そ

の

他

覚

え

て

い

な

い

501 49.9 40.7 27.1 21.0 18.2 7.4 6.6 14.4 8.0 5.6 22.0 19.6 7.6 2.4 0.4 2.0 1.4

男性 224 53.1 38.4 21.9 19.6 11.6 3.6 7.1 8.9 6.7 4.0 21.0 12.9 6.7 2.7 0.0 3.1 0.4

女性 277 47.3 42.6 31.4 22.0 23.5 10.5 6.1 18.8 9.0 6.9 22.7 24.9 8.3 2.2 0.7 1.1 2.2

１０代～２０代 71 52.1 46.5 35.2 26.8 19.7 2.8 9.9 11.3 7.0 8.5 18.3 19.7 2.8 1.4 0.0 1.4 1.4

３０代 93 50.5 33.3 26.9 21.5 30.1 4.3 6.5 14.0 6.5 6.5 18.3 21.5 14.0 6.5 0.0 1.1 0.0

４０代 96 56.3 34.4 19.8 19.8 17.7 5.2 2.1 9.4 6.3 4.2 9.4 17.7 7.3 2.1 1.0 0.0 2.1

５０代 84 47.6 38.1 26.2 23.8 15.5 6.0 3.6 17.9 10.7 6.0 22.6 19.0 7.1 2.4 0.0 3.6 3.6

６０代以上 157 45.9 47.8 28.7 17.2 12.1 13.4 9.6 17.2 8.9 4.5 33.1 19.7 6.4 0.6 0.6 3.2 0.6

震度６弱 16 43.8 25.0 37.5 25.0 0.0 0.0 0.0 12.5 6.3 0.0 12.5 12.5 6.3 6.3 0.0 6.3 6.3

震度５強 195 53.3 39.5 25.6 22.6 17.9 6.7 7.2 16.9 7.7 4.1 22.6 22.1 12.3 4.1 0.0 2.1 0.5

震度５弱 290 47.9 42.4 27.6 19.7 19.3 8.3 6.6 12.8 8.3 6.9 22.1 18.3 4.5 1.0 0.7 1.7 1.7

宮崎県 227 49.8 38.8 25.6 21.6 17.6 6.6 6.6 16.7 8.4 3.5 21.6 21.1 11.5 3.5 0.4 2.6 0.9

鹿児島県 274 50.0 42.3 28.5 20.4 18.6 8.0 6.6 12.4 7.7 7.3 22.3 18.2 4.4 1.5 0.4 1.5 1.8

地震発生時

にいた場所別

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下

全体

性別

年代別

震度別
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（10）緊急地震速報を見聞きしてもなにもしなかった理由 

Q11 緊急地震速報を見聞きしても「なにもしなかった」主な理由をお答えください。 

n=428 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を見聞きした際に「なにもしなかった」と回答した方 

 

 

緊急地震速報を見聞きしても行動を起こさなかった理由ついては、「そのときいた場所が安全だと思ったか

ら、すでに安全な場所に移動していたから」と回答した人が４割弱（39.3％）と最も高くなっている。次いで

「緊急地震速報を見聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから」と回答した人が２割強（22.2％）とな

っている。 

 

  

全体 (n=428） 39.3 22.2 11.4 16.4

0.2

7.5 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に移動していたから

緊急地震速報を見聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから

怖くて動くことができなかったから

たいした揺れではないと思ったから

緊急地震速報を信じていなかったから

緊急地震速報を受けてから行動しようと思ったが間に合わなかったから（揺れ始めていたから）

その他
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年代別にみると、「そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に移動していたから」と回答

した人は６０代以上で４割台半ば（45.3％）と高くなっている。 

  

全体 (n=428）

＜性別＞

男性 (n=198）

女性 (n=230）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=34）

３０代 (n=47）

４０代 (n=67）

５０代 (n=79）

６０代以上 (n=201）

＜震度別＞

震度６弱 (n=9）

震度５強 (n=127）

震度５弱 (n=292）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=160）

鹿児島県 (n=268）

39.3

42.9

36.1

26.5

31.9

40.3

32.9

45.3

33.3

35.4

41.1

33.8

42.5

22.2

21.7

22.6

29.4

25.5

22.4

27.8

17.9

33.3

23.6

21.2

23.8

21.3

11.4

5.6

16.5

14.7

14.9

9.0

16.5

9.0

11.1

18.1

8.6

17.5

7.8

16.4

18.2

14.8

11.8

12.8

22.4

8.9

18.9

0.0
9.4

19.9

11.3

19.4

0.2

0.5

0.0

0.0
2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.6

0.0

7.5

9.1

6.1

8.8

8.5

4.5

10.1

7.0

22.2

7.9

6.8

8.1

7.1

3.0

2.0
3.9

8.8

4.3

1.5
3.8

2.0

0.0
5.5

2.1

5.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に移動していたから

緊急地震速報を見聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから

怖くて動くことができなかったから

たいした揺れではないと思ったから

緊急地震速報を信じていなかったから

緊急地震速報を受けてから行動しようと思ったが間に合わなかったから（揺れ始めていたから）

その他



Ⅲ．アンケート調査結果 

29 

（11）緊急地震速報の効果 

Q12 緊急地震速報の効果はありましたか。（いくつでも） 

n=929 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を「見聞きした」と回答した方 

 

 

緊急地震速報の効果については、「揺れに対する心構えができた」と回答した人が６割台半ば（62.4％）と最

も高く、次いで「身を守るための行動ができた」と回答した人が３割台半ば（33.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「身を守るための行動ができた」と回答した人は１０～２０代では４割強（41.9％）と高くな

っている。 

 

  

n=929

揺れに対する心構えができた

身を守るための行動ができた

周りの人に地震が来ることを知らせることができた

周りの人を守ることができた

その他

効果はなかった

62.4

33.2

11.4

6.1

1.5

17.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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に
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が
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が
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る

こ

と

を
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せ

る

こ

と

が

で

き

た

周

り

の
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を
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る

こ

と

が

で

き

た

そ
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他

効

果

は
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た

929 62.4 33.2 11.4 6.1 1.5 17.2

男性 422 61.6 33.6 10.7 5.7 0.7 16.6

女性 507 63.1 32.7 12.0 6.5 2.2 17.8

１０代～２０代 105 61.9 41.9 12.4 3.8 1.0 16.2

３０代 140 55.0 35.0 14.3 12.1 0.0 22.1

４０代 163 60.1 33.1 11.7 8.0 1.2 16.6

５０代 163 62.6 31.3 12.3 4.9 1.2 17.8

６０代以上 358 66.5 30.7 9.5 4.2 2.5 15.6

震度６弱 25 24.0 24.0 4.0 8.0 0.0 52.0

震度５強 322 56.8 32.3 7.8 5.9 2.2 21.4

震度５弱 582 67.2 34.0 13.7 6.2 1.2 13.4

宮崎県 387 51.7 30.5 8.0 5.9 1.8 25.3

鹿児島県 542 70.1 35.1 13.8 6.3 1.3 11.4

地震発生時

にいた場所別

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下

全体

性別

年代別

震度別
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（12）緊急地震速報を見聞きした際や揺れている最中に津波のことを考えたか 

Q13 緊急地震速報を見聞きされたり、揺れたりしている最中に、津波のことを考えましたか。 

n=929 ベース：地震発生時に、緊急地震速報を「見聞きした」と回答した方 

 

 

緊急地震速報を見聞きした際や揺れている最中に津波のことを考えたかについては、「津波が来るかもしれな

いと考えた」と回答した人が４割台半ば（46.1％）で、「津波が必ず来ると考えた」（4.2％）と合わせた「津波

がくると考えた」人は約５割となっている。 

 

 

 

 

 

年代別にみると、１０～２０代で「津波が必ず来ると考えた」または「津波が来るかもしれないと考えた」と

回答した人の和は６割以上と高くなっている。 

震度別にみると、震度５強の地域で「津波が来るかもしれないと考えた」と回答した人は約６割（59.9％）で、

震度５弱の地域（36.9％）に比べて23.0 ポイント高くなっている。 

地震発生時にいた場所別では、宮崎県で「津波が来るかもしれないと考えた」と回答した人は６割弱（58.7％）

で、鹿児島県（37.1％）より21.6 ポイント高くなっている。 

 

  

全体 (n=929） 4.2 46.1 16.8 30.0 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

津波が必ず来ると考えた 津波が来るかもしれないと考えた

津波は来ないだろうと考えた 津波のことは考えなかった

覚えていない

全体 (n=929）

＜性別＞

男性 (n=422）

女性 (n=507）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=105）

３０代 (n=140）

４０代 (n=163）

５０代 (n=163）

６０代以上 (n=358）

＜震度別＞

震度６弱 (n=25）

震度５強 (n=322）

震度５弱 (n=582）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=387）

鹿児島県 (n=542）

4.2

4.0

4.3

6.7

5.7

2.5
4.3

3.6

8.0

6.8

2.6

7.0

2.2

46.1

45.5

46.5

56.2

49.3

54.0

46.6

38.0

80.0

59.9

36.9

58.7

37.1

16.8

20.1

14.0

13.3

14.3

15.3

14.1

20.7

0.0
8.7

22.0

9.3

22.1

30.0

27.7

32.0

19.0

25.0

26.4

32.5

35.8

12.0

22.0

35.2

22.5

35.4

2.9

2.6
3.2

4.8

5.7

1.8

2.5

2.0

0.0

2.5
3.3

2.6
3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

津波が必ず来ると考えた 津波が来るかもしれないと考えた

津波は来ないだろうと考えた 津波のことは考えなかった

覚えていない
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（13）地震の揺れの体感 

Q14 地震で揺れを感じましたか。 

 

 

 

地震での揺れの体感については、「驚くほどの強い揺れを感じた」と回答した人が６割弱（58.0％）であった 

 

 

 

 

 

  

全体 (n=1000） 4.9 19.7 58.0 13.9 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じなかった 弱い揺れを感じた（驚くほどではなかった）

驚くほどの強い揺れを感じた 恐怖を覚えるほどの激しい揺れを感じた

覚えていない

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

4.9

5.5

4.4

9.2

7.0

4.4

1.2
4.5

3.7

3.2

5.9

3.1

6.1

19.7

21.4

18.3

13.4

17.8

15.0

17.9

25.5

3.7

4.9

28.5

5.3

29.8

58.0

61.6

55.0

55.5

56.7

60.6

63.1

55.9

48.1

65.2

54.5

64.9

53.2

13.9

8.6

18.3

13.4

12.7

15.6

15.5

13.0

44.4

25.2

6.4

25.2

6.0

3.5

2.9

4.0

8.4

5.7

4.4

2.4

1.1

0.0

1.4
4.8

1.5
4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じなかった 弱い揺れを感じた（驚くほどではなかった）

驚くほどの強い揺れを感じた 恐怖を覚えるほどの激しい揺れを感じた

覚えていない
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（14）地震での揺れを感じた際の行動 

Q15 揺れを感じたとき、あなたは何か行動をとりましたか。 

n=916 ベース：地震発生時に、地震の揺れを「感じなかった」「覚えていない」と回答した方以外 

 

 

揺れを感じた際の行動については、「なんらかの行動をとった」と回答人は６割弱（57.9％）であった。 

 

 

 

 
 

年代別にみると、３０代では「なんらかの行動をとった」と回答した人は６割弱（68.6％）と高くなっている。

４０代以下では「なんらかの行動をとった」と回答した人が高く、６割台半ば以上（それぞれ 66.3％、68.6％、

67.1％）であった。 

 

  

全体 (n=916） 57.9 42.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なんらかの行動をとった なにもしなかった

全体 (n=916）

＜性別＞

男性 (n=415）

女性 (n=501）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=98）

３０代 (n=137）

４０代 (n=164）

５０代 (n=162）

６０代以上 (n=355）

＜震度別＞

震度６弱 (n=26）

震度５強 (n=329）

震度５弱 (n=561）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=394）

鹿児島県 (n=522）

57.9

55.4

59.9

66.3

68.6

67.1

53.1

49.3

73.1

62.3

54.5

62.7

54.2

42.1

44.6

40.1

33.7

31.4

32.9

46.9

50.7

26.9

37.7

45.5

37.3

45.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なんらかの行動をとった なにもしなかった
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（15）地震での揺れをきっかけにとった行動 

Q16 揺れをきっかけに、あなたはどのような行動を取りましたか。（いくつでも） 

n=530 ベース：地震発生時に、地震での揺れを感じた際の行動で「なんらかの行動をとった」と回答した方 

 
 

地震での揺れをきっかけにとった行動については、「その場で身構えた」と回答した人が５割強（52.8％）と

最も高くなっている。次いで「周囲から倒れてくる物がないか注意した」と回答した人が４割台半ば

（45.1％）、「安全と思う場所に移動した」と回答した人が３割弱（27.2％）となっている。 

 

  

n=530

その場で身構えた

周囲から倒れてくる物がないか注意した

安全と思う場所に移動した

頭を守る、机の下で身を隠すなどその場で身を守るための
行動をとった

子どもや家族など身近な人を守ろうとした

火の始末をした

家具などを押えた、または押えようとした

ドアなどを開けて逃げ道を確保した

外へ出た、または出ようとした

周りの人に地震が来ることを知らせた

テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした

家族や知人の安否を確かめた

避難する準備をした

（乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした

（乗り物を運転しており）急ブレーキをかけた

その他

覚えていない

52.8 

45.1 

27.2 

20.4 

16.6 

8.1 

8.3 

14.0 

7.9 

7.7 

20.6 

20.8 

7.2 

2.8 

0.2 

1.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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性別にみると、女性では「子どもや家族など身近な人を守ろうとした」と回答した人が２割台半ば（23.3％）

で、男性（7.8％）より15.5 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、３０代では「子どもや家族など身近な人を守ろうとした」と回答した人が約３割（29.8％）

と高くなっている。６０代以上では「周囲から倒れてくる物がないか注意した」と回答した人が５割台半ば

（53.7％）、「テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした」と回答した人が約３割（29.1％）と高

くなっている。 

 

  

(%)

ｎ

そ

の

場

で

身

構

え

た

周

囲

か

ら

倒

れ
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が
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で
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を
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ど
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な
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を
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し
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家
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、
ま

た

は

押

え

よ
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と

し

た

ド

ア

な

ど

を

開

け

て

逃

げ

道

を

確

保

し

た

外

へ

出

た

、
ま

た

は
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よ

う

と

し

た

周

り

の

人

に

地

震

が

来

る

こ

と

を

知

ら

せ

た

テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

、
携

帯

電

話

な

ど

で

地

震

情

報

を

知

ろ
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と

し

た

家

族

や

知

人

の

安

否

を

確
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め

た

避

難

す

る

準

備

を

し

た

（
乗

り

物

を

運

転

し

て

お

り

）

緩

や

か

に

ス

ピ
ー

ド

を

落

と

し

た

（
乗

り

物

を

運

転

し
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お

り

）

急

ブ

レ
ー

キ

を

か

け

た

そ

の

他

覚

え

て

い

な

い

530 52.8 45.1 27.2 20.4 16.6 8.1 8.3 14.0 7.9 7.7 20.6 20.8 7.2 2.8 0.2 1.5 0.2

男性 230 55.2 44.3 25.7 18.7 7.8 4.3 7.0 9.6 5.7 4.3 18.3 14.3 6.1 2.6 0.0 2.2 0.4

女性 300 51.0 45.7 28.3 21.7 23.3 11.0 9.3 17.3 9.7 10.3 22.3 25.7 8.0 3.0 0.3 1.0 0.0

１０代～２０代 65 55.4 38.5 30.8 23.1 13.8 3.1 4.6 10.8 6.2 16.9 15.4 18.5 1.5 1.5 0.0 1.5 1.5

３０代 94 57.4 37.2 28.7 20.2 29.8 5.3 9.6 13.8 8.5 5.3 16.0 22.3 8.5 5.3 0.0 1.1 0.0

４０代 110 56.4 40.9 25.5 18.2 18.2 5.5 4.5 9.1 7.3 4.5 11.8 19.1 8.2 1.8 0.9 0.0 0.0

５０代 86 45.3 46.5 22.1 19.8 14.0 11.6 9.3 18.6 10.5 5.8 23.3 17.4 8.1 4.7 0.0 2.3 0.0

６０代以上 175 50.9 53.7 28.6 21.1 10.9 11.4 10.9 16.0 7.4 8.6 29.1 23.4 7.4 1.7 0.0 2.3 0.0

震度６弱 19 36.8 42.1 42.1 26.3 5.3 10.5 15.8 21.1 10.5 0.0 26.3 31.6 10.5 5.3 0.0 10.5 0.0

震度５強 205 52.2 44.4 23.4 23.4 15.1 6.3 8.8 15.1 6.8 5.4 16.6 21.0 9.8 5.4 0.0 1.0 0.5

震度５弱 306 54.2 45.8 28.8 18.0 18.3 9.2 7.5 12.7 8.5 9.8 22.9 19.9 5.2 1.0 0.3 1.3 0.0

宮崎県 247 48.6 42.9 24.7 21.5 14.6 6.9 8.9 15.8 8.1 4.9 17.4 21.1 9.7 5.3 0.0 2.0 0.4

鹿児島県 283 56.5 47.0 29.3 19.4 18.4 9.2 7.8 12.4 7.8 10.2 23.3 20.5 4.9 0.7 0.4 1.1 0.0

地震発生時

にいた場所別

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下

全体

性別

年代別

震度別
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（16）地震での揺れを感じてもなにもしなかった理由 

Q17 揺れを感じても、「なにもしなかった」主な理由をお答えください。 

n=386 ベース：地震発生時に、地震での揺れを感じた際の行動で「なにもしなかった」と回答した方 

 

 

地震での揺れを感じてもなにもしなかった理由については、「そのときいた場所が安全だと思ったから、すで

に安全な場所に移動していたから」が４割強（41.5％）と最も高くなっている。 

 

  

全体 (n=386） 41.5 15.8 17.9 17.4

0.3

4.1 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に移動していたから

緊急地震速報を見聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから

怖くて動くことができなかったから

たいした揺れではないと思ったから

緊急地震速報を信じていなかったから

緊急地震速報を受けてから行動しようと思ったが間に合わなかったから（揺れ始めていたから）

その他
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性別にみると、女性では「怖くて動くことができなかったから」と回答した人が２割台半ば（25.9％）で、男

性（9.2％）より16.7 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、１０代～２０代では「緊急地震速報を見聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから」

と回答した人が３割弱（27.3％）と高くなっている。３０代では「たいした揺れではないと思ったから」と回答

した人が３割弱（27.9％）と高くなっている。６０代以上では「そのときいた場所が安全だと思ったから、すで

に安全な場所に移動していたから」と回答した人が５割弱（48.3％）と高くなっている。 

 

  

全体 (n=386）

＜性別＞

男性 (n=185）

女性 (n=201）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=33）

３０代 (n=43）

４０代 (n=54）

５０代 (n=76）

６０代以上 (n=180）

＜震度別＞

震度６弱 (n=7）

震度５強 (n=124）

震度５弱 (n=255）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=147）

鹿児島県 (n=239）

41.5

43.2

39.8

30.3

27.9

35.2

42.1

48.3

42.9

35.5

44.3

36.1

44.8

15.8

15.7

15.9

27.3

14.0

18.5

14.5

13.9

14.3

16.9

15.3

16.3

15.5

17.9

9.2

25.9

21.2

16.3

18.5

25.0

14.4

14.3

27.4

13.3

27.2

12.1

17.4

23.2

11.9

12.1

27.9

18.5

14.5

16.7

0.0
7.3

22.7

8.8

22.6

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0.7

0.0

4.1

5.9

2.5

3.0

9.3

1.9
2.6

4.4

14.3

5.6

3.1

5.4

3.3

3.1

2.2
4.0

6.1

4.7

5.6

1.3

2.2

14.3

6.5

1.2

5.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に移動していたから

緊急地震速報を見聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから

怖くて動くことができなかったから

たいした揺れではないと思ったから

緊急地震速報を信じていなかったから

緊急地震速報を受けてから行動しようと思ったが間に合わなかったから（揺れ始めていたから）

その他
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３．緊急地震速報について 

（１）緊急地震速報を見聞きした際の対応 

Q18 緊急地震速報を見聞きした際の対応について考えていましたか。 

 

 

 

緊急地震速報を見聞きした際の対応については、「今回の地震を機に考えるようになった」と回答した人が４割

台半ば（43.3％）、「常日頃から考えていた」と回答した人が３割台半ば（36.0％）であった。 

 

 

 

 
 

性別にみると、女性では「今回の地震を機に考えるようになった」と回答した人が約５割（50.1％）で、男性

（35.1％）より15.0 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、１０～２０代では「今回の地震を機に考えるようになった」と回答した人が５割台半ば

（55.5％）と高くなっている。６０代以上では「常日頃から考えていた」と回答した人が４割台半ば（44.9％）

と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000） 36.0 43.3 20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常日頃から考えていた 今回の地震を機に考えるようになった 特に考えていない

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

36.0

43.5

29.8

30.3

28.0

31.7

32.1

44.9

22.2

38.3

35.4

35.8

36.1

43.3

35.1

50.1

55.5

47.8

45.6

47.0

34.8

55.6

47.5

40.4

48.4

39.7

20.7

21.4

20.1

14.3

24.2

22.8

20.8

20.2

22.2

14.2

24.2

15.7

24.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常日頃から考えていた 今回の地震を機に考えるようになった 特に考えていない
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（２）緊急地震速報に関する事柄の認知 

Q19 緊急地震速報に関する以下の事柄についてあなたはご存知ですか。 

 

 
 

緊急地震速報に関する事柄の認知については、＜予知情報ではなく、地震発生後に強い「揺れ」が来ることの

お知らせ＞であることを「知っている」と回答した人は約６割（60.9％）であり、９項目の質問のうち最も認知

度が高くなっている。また、＜発生場所に近いところでは間に合わないことがある＞については６割弱（57.2％）、

＜大規模地震での予測精度の限界＞については５割弱（49.1％）が「知っている」と回答している。 

一方で、認知度が低い項目は、＜長周期地震動階級3 以上で発表される＞については６割強（61.2％）、＜地震

以外の現象を誤認する可能性がある＞については５割強（52.8％）、＜予測精度はプラスマイナス１の誤差＞につ

いては約５割（50.3％）が「知らない」と回答している。 

 

 

  

緊急地震速報は、地震発生前に、地震を予知して
発表されるものではなく、地震が発生した後に、
強い「揺れ」が来ることをお知らせするものである

(n=1000）

緊急地震速報には「警報」と「予報」の2種類があり、
これらは発表の基準やお知らせの方法が異なる

(n=1000）

緊急地震速報（警報）は、最大震度が5弱以上を予想した
場合に、震度4以上が予想される地域を対象に発表される

(n=1000）

緊急地震速報（警報）は、長周期地震動階級3以上を
予想した場合にも発表される

(n=1000）

緊急地震速報を見聞きしてから、強い揺れが来るまでの
時間は長くても十数秒～数十秒である

(n=1000）

地震が発生した場所に近いところでは、緊急地震速報の
発表が強い揺れに間に合わないことがある

(n=1000）

緊急地震速報で発表される予想震度の値は、
震度でプラスマイナス1程度の誤差を伴う

(n=1000）

特に大規模な地震に対しては、地震の大きさの予測精度に
限界がある

(n=1000）

事故、落雷、機器の障害など地震以外の現象を地震と
誤認して、緊急地震速報を発表する可能性がある

(n=1000）

60.9

31.8

38.0

23.6

45.0

57.2

33.0

49.1

34.2

24.0

21.2

16.6

15.2

19.1

14.0

16.7

12.3

13.0

15.1

47.0

45.4

61.2

35.9

28.8

50.3

38.6

52.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた

知らなかった（今回初めて知った）
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＜緊急地震速報は、地震発生前に、地震を予知して発表されるものではなく、地震が発生した後に、 

強い「揺れ」が来ることをお知らせするものである＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が７割強（67.8％）で、女性（55.2％）に比べ12.6 ポ

イント高くなっている。 

年代別にみると、６０代以上では「知っている」と回答した人が７割弱（68.4％）と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

60.9

67.8

55.2

57.1

56.1

53.9

58.9

68.4

40.7

61.4

61.5

59.6

61.8

24.0

19.4

27.8

29.4

25.5

28.3

23.8

19.7

33.3

26.1

22.5

26.9

22.0

15.1

12.8

17.0

13.4

18.5

17.8

17.3

12.0

25.9

12.5

16.1

13.6

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜緊急地震速報には「警報」と「予報」の２種類があり、これらは発表の基準やお知らせの方法が異なる＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が４割弱（39.3％）で、女性（25.6％）に比べ13.7 ポ

イント高くなっている。 

年代別にみると、１０代～２０代・６０代以上では「知っている」と回答した人が高く、３割台半ば（それ

ぞれ37.8％、36.7％）であった。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

31.8

39.3

25.6

37.8

25.5

29.4

25.0

36.7

29.6

27.8

34.1

27.8

34.6

21.2

20.5

21.8

24.4

25.5

20.6

20.2

19.1

22.2

25.2

18.9

24.5

18.9

47.0

40.2

52.7

37.8

49.0

50.0

54.8

44.1

48.1

47.0

47.0

47.7

46.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜緊急地震速報（警報）は、最大震度が５弱以上を予想した場合に、震度４以上が予想される地域を 

対象に発表される＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が４割台半ば（43.5％）で、女性（33.5％）に比べ

10.0 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、１０代～２０代では「知っている」と回答した人が５割弱（47.1％）と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

38.0

43.5

33.5

47.1

38.9

35.6

33.3

38.0

33.3

37.7

38.4

37.0

38.7

16.6

17.0

16.3

16.8

19.7

20.0

14.9

14.4

29.6

18.0

15.3

18.6

15.2

45.4

39.5

50.3

36.1

41.4

44.4

51.8

47.6

37.0

44.3

46.3

44.3

46.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜緊急地震速報（警報）は、長周期地震動階級３以上を予想した場合にも発表される＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が３割弱（28.7％）で、女性（19.4％）に比べ9.3 ポイ

ント高くなっている。 

年代別にみると、１０代～２０代では「知っている」と回答した人が３割弱（28.6％）と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

23.6

28.7

19.4

28.6

21.7

21.7

23.2

23.9

22.2

21.7

24.7

21.5

25.0

15.2

15.7

14.8

16.8

17.8

17.2

13.1

13.6

18.5

18.3

13.4

18.4

12.9

61.2

55.6

65.8

54.6

60.5

61.1

63.7

62.5

59.3

60.0

61.9

60.0

62.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜.緊急地震速報を見聞きしてから、強い揺れが来るまでの時間は長くても十数秒～数十秒である＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が約５割（50.1％）で、女性（40.8％）に比べ9.3 ポイ

ント高くなっている。 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

45.0

50.1

40.8

49.6

43.9

43.3

42.9

45.7

29.6

40.9

47.9

40.0

48.6

19.1

20.5

17.9

20.2

22.3

18.3

17.9

18.4

33.3

24.9

15.3

25.7

14.5

35.9

29.4

41.3

30.3

33.8

38.3

39.3

35.9

37.0

34.2

36.8

34.4

37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜地震が発生した場所に近いところでは、緊急地震速報の発表が強い揺れに間に合わないことがある＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が６割台半ば（63.4％）で、女性（52.1％）に比べ

11.3 ポイント高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

57.2

63.4

52.1

57.1

59.9

51.1

56.0

59.6

44.4

53.0

60.0

52.8

60.3

14.0

15.0

13.2

13.4

18.5

16.1

11.9

12.2

25.9

17.1

11.8

17.9

11.2

28.8

21.6

34.7

29.4

21.7

32.8

32.1

28.2

29.6

29.9

28.2

29.3

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜緊急地震速報で発表される予想震度の値は、震度でプラスマイナス１程度の誤差を伴う＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が４割弱（38.2％）で、女性（28.7％）に比べ9.5 ポイ

ント高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

33.0

38.2

28.7

31.9

28.0

31.1

32.7

36.4

25.9

32.5

33.6

31.5

34.1

16.7

19.6

14.3

21.0

25.5

16.1

13.7

13.3

25.9

19.1

15.0

19.9

14.5

50.3

42.2

57.0

47.1

46.5

52.8

53.6

50.3

48.1

48.4

51.4

48.7

51.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜特に大規模な地震に対しては、地震の大きさの予測精度に限界がある＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が５割台半ば（55.4％）で、女性（43.9％）に比べ

11.5 ポイント高くなっている 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

49.1

55.4

43.9

44.5

51.0

43.3

49.4

52.4

48.1

47.5

50.0

47.7

50.1

12.3

13.0

11.7

17.6

14.6

13.3

10.1

10.1

14.8

14.8

10.8

14.8

10.6

38.6

31.6

44.4

37.8

34.4

43.3

40.5

37.5

37.0

37.7

39.2

37.5

39.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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＜事故、落雷、機器の障害など地震以外の現象を地震と誤認して、緊急地震速報を発表する可能性がある＞ 

 
 

性別にみると、男性では「知っている」と回答した人が約４割（40.8％）で、女性（28.7％）に比べ12.1 ポ

イント高くなっている。 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

34.2

40.8

28.7

37.0

35.0

32.2

35.1

33.5

29.6

29.9

36.8

28.8

38.0

13.0

15.9

10.6

14.3

17.2

16.1

9.5

10.9

14.8

16.5

11.0

16.7

10.4

52.8

43.3

60.7

48.7

47.8

51.7

55.4

55.6

55.6

53.6

52.2

54.5

51.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 思っていたものとは違っていた 知らなかった（今回初めて知った）
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（３）緊急地震速報に関する考え 

Q20 緊急地震速報に関する以下の項目についてあなたのお考えをお答えください。 

 

 

 

緊急地震速報に関する考えついては、＜間に合わないこともあるので役に立たない＞という質問に対して

「そう思わない」と回答した人が７割強（71.5％）であった。また＜提供のタイミングがもっと遅くなっても

いいので、震度の予測が外れないようにしてほしい＞＜震度による発表基準を上げてほしい（最大震度5 強以

上）＞という質問に対して「そう思わない」と回答した人が、それぞれ59.6％、53.6％であった。 

一方、＜予測が不確実でも発表してほしい＞＜予測が大きく外れても、もっと早く提供してほしい＞という

質問に対して「そう思う」と回答した人は、それぞれ76.5％、68.6％であった。 

 

  

緊急地震速報を見聞きした時、具体的に何をすべきか
分からない

(n=1000）

緊急地震速報は間に合わないこともあるので、
役に立たないと思う

(n=1000）

緊急地震速報の予測が不確実でも、発表して欲しいと思う (n=1000）

予測が大きく外れることになってもいいので、緊急地震速報は

もっと早く提供してほしい
(n=1000）

提供のタイミングがもっと遅くなってもいいので、
緊急地震速報は震度の予測が外れないようにしてほしい

(n=1000）

緊急地震速報（警報）の発表される回数が今より増えても
構わないので、震度による発表基準を下げてほしい

（最大震度4でも発表）
(n=1000）

緊急地震速報（警報）の震度による発表基準を上げてほしい
（最大震度5強以上で発表）

(n=1000）

40.4

12.1

76.5

68.6

21.4

37.4

24.4

46.2

71.5

11.2

15.5

59.6

40.2

53.6

13.4

16.4

12.3

15.9

19.0

22.4

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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＜緊急地震速報を見聞きした時、具体的に何をすべきか分からない＞ 

 
 

性別にみると、女性では「そう思う」と回答した人が４割台半ば（45.7％）で、男性（34.0％）に比べ11.7 ポイ

ント高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

40.4

34.0

45.7

42.0

34.4

39.4

40.5

42.8

51.9

38.8

40.8

39.7

40.9

46.2

53.0

40.6

46.2

47.1

48.3

42.9

46.3

33.3

47.0

46.3

46.2

46.2

13.4

13.0

13.7

11.8

18.5

12.2

16.7

10.9

14.8

14.2

12.9

14.0

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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＜緊急地震速報は間に合わないこともあるので、役に立たないと思う＞ 

 
 

性別、年代別、震度別にみても、全体と傾向は変わらない。 

 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

12.1

13.5

11.0

15.1

12.1

15.6

10.7

10.1

37.0

13.0

10.5

14.0

10.7

71.5

73.1

70.2

63.0

70.7

69.4

72.0

75.3

40.7

67.2

75.2

65.4

75.8

16.4

13.5

18.8

21.8

17.2

15.0

17.3

14.6

22.2

19.7

14.3

20.6

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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＜緊急地震速報の予測が不確実でも、発表して欲しいと思う＞ 

 
 

年代別にみると、６０代以上では「そう思う」と回答した人が高く、８割台半ば（85.1％）であった。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

76.5

77.0

76.1

64.7

72.0

69.4

77.4

85.1

63.0

72.2

79.5

71.7

79.9

11.2

13.9

9.0

20.2

13.4

13.3

9.5

7.2

18.5

12.2

10.4

12.6

10.2

12.3

9.1

15.0

15.1

14.6

17.2

13.1

7.7

18.5

15.7

10.2

15.7

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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＜予測が大きく外れることになってもいいので、緊急地震速報はもっと早く提供してほしい＞ 

 
 

年代別にみると、「そう思う」と回答した人は、年代が高いほど高くなり、６０代以上では７割台半ば（75.0％）と

なっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

68.6

71.1

66.5

56.3

65.0

66.7

68.5

75.0

63.0

67.5

69.4

68.0

69.0

15.5

17.0

14.3

21.0

15.3

16.7

16.7

12.8

18.5

13.9

16.2

13.3

17.0

15.9

11.9

19.2

22.7

19.7

16.7

14.9

12.2

18.5

18.6

14.3

18.6

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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＜提供のタイミングがもっと遅くなってもいいので、緊急地震速報は震度の予測が外れないようにしてほしい＞ 

 
 

年代別にみると、４０代・６０代以上では「そう思う」と回答した人は２割台半ば（それぞれ23.3％、

25.3％）であった。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

21.4

25.4

18.1

19.3

16.6

23.3

16.7

25.3

14.8

22.3

21.2

21.1

21.6

59.6

60.7

58.7

62.2

63.7

54.4

58.9

59.8

51.9

55.1

62.4

56.2

62.0

19.0

13.9

23.2

18.5

19.7

22.2

24.4

14.9

33.3

22.6

16.4

22.8

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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＜緊急地震速報（警報）の発表される回数が今より増えても構わないので、震度による発表基準を 

下げてほしい（最大震度４でも発表）＞ 

 
 

年代別にみると、１０代～２０代・６０代以上では「そう思う」と回答した人が４割強（それぞれ42.0％、41.2％）

であった。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

37.4

38.2

36.7

42.0

33.8

35.6

31.0

41.2

44.4

39.7

35.8

40.2

35.4

40.2

45.0

36.2

37.8

37.6

38.9

44.0

41.0

40.7

38.8

40.9

38.7

41.2

22.4

16.8

27.1

20.2

28.7

25.6

25.0

17.8

14.8

21.4

23.2

21.1

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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＜緊急地震速報（警報）の震度による発表基準を上げてほしい（最大震度５強以上で発表）＞ 

 
 

年代別にみると、「そう思う」と回答した人は年代が低いほど高くなり、１０代～２０代では約３割（30.3％）とな

っている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

24.4

26.0

23.0

30.3

26.8

25.6

20.8

22.6

14.8

25.5

24.2

24.0

24.7

53.6

54.7

52.7

48.7

46.5

52.8

51.8

59.3

55.6

51.6

54.6

52.5

54.3

22.0

19.2

24.3

21.0

26.8

21.7

27.4

18.1

29.6

22.9

21.2

23.5

21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない
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（４）緊急地震速報への期待 

Q21 将来の緊急地震速報に最も期待することはどれですか。 

 

 

 

緊急地震速報への期待については、「強い揺れがいつまで続くかを知らせてほしい」と回答した人が４割強

（41.6％）と最も高く、次いで「強い揺れがどこまで来ているかを知らせてほしい」が３割台半ば（36.0％）と

なっている。 

 

 

 

 

 

年代別にみると、１０～２０代では「強い揺れがどこまで来ているかを知らせてほしい」と回答した人が４割

強（41.2％）と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000） 36.0 41.6 12.3 10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強い揺れがどこまで来ているかを知らせてほしい

強い揺れがいつまで続くかを知らせてほしい

時々刻々（例えば数秒毎に）の揺れの強さを知らせてほしい

期待することはない

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

36.0

33.8

37.8

41.2

35.7

36.7

36.9

33.8

29.6

33.9

37.4

32.9

38.2

41.6

41.3

41.9

30.3

34.4

42.8

45.8

45.7

22.2

44.6

40.8

43.6

40.2

12.3

13.9

11.0

11.8

14.6

8.3

10.1

14.4

14.8

10.4

13.2

11.4

12.9

10.1

11.0

9.3

16.8

15.3

12.2

7.1

6.1

33.3

11.0

8.6

12.1

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強い揺れがどこまで来ているかを知らせてほしい

強い揺れがいつまで続くかを知らせてほしい

時々刻々（例えば数秒毎に）の揺れの強さを知らせてほしい

期待することはない
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４．南海トラフ地震臨時情報について 

（１）南海トラフ地震臨時情報を見聞きした手段 

Q23 この地震を契機に、８月８日１９時１５分に南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表さ

れました。南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）を何で見聞きしましたか。（いくつでも） 

 

 

 

南海トラフ地震臨時情報を見聞きした手段については、「テレビ」と回答した人が約8 割（80.9％）と最も高く

なっている。次いで「エリアメール、緊急速報メール（携帯電話・スマートフォン）」と回答した人が３割強（31.3％）、

「防災アプリ（スマートフォン）（例：ＮＨＫニュース・防災アプリ、Ｙａｈｏｏ！防災速報、ＰＲＥＰ・ゆれく

るコール、ＮＥＲＶ防災など）」と回答した人が２割台半ば（23.6％）となっている。 

 

  

n=1000

テレビ

ラジオ

エリアメール、緊急速報メール（携帯電話・スマートフォン）

防災アプリ（スマートフォン）（例：ＮＨＫニュース・防災アプリ、
Ｙａｈｏｏ！防災速報、ＰＲＥＰ・ゆれくるコール、ＮＥＲＶ防災など）

ＳＮＳ（Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、ＹｏｕＴｕｂｅ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、ＬＩＮＥなど）

公共の放送設備による放送（防災行政無線、館内放送など）

その他

見聞きしなかった

80.9

11.1

31.3

23.6

18.6

6.6

0.5

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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年代別にみると、「テレビ」と回答した人は年代が高いほど高くなり、６０代以上では８割台半ば（85.1％）とな

っている。一方、「ＳＮＳ（Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、ＹｏｕＴｕｂｅ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、ＬＩＮＥなど）」と回

答した人は年代が低いほど高くなり、１０代～２０代では３割台半ば（36.1％）となっている。 

 

  

(%)

ｎ

テ

レ

ビ

ラ

ジ

オ

エ

リ

ア

メ
ー

ル

、
緊

急

速

報

メ
ー

ル

（
携

帯

電

話

・

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

）

防

災

ア

プ

リ

（
ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

）

（
例

：

Ｎ

Ｈ

Ｋ

ニ

ュ
ー

ス

・

防

災

ア

プ

リ

、
Ｙ

ａ

ｈ

ｏ

ｏ

！

防

災

速

報

、

Ｐ

Ｒ

Ｅ

Ｐ

・

ゆ

れ

く

る

コ
ー

ル

、
Ｎ

Ｅ

Ｒ

Ｖ

防

災

な

ど

）

Ｓ

Ｎ

Ｓ

（
Ｘ

（
旧

Ｔ

ｗ

ｉ

ｔ

ｔ

ｅ

ｒ

）
、

Ｙ

ｏ

ｕ

Ｔ

ｕ

ｂ

ｅ

、
Ｉ

ｎ

ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｒ

ａ

ｍ

、

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

な

ど

）

公

共

の

放

送

設

備

に

よ

る

放

送

（
防

災

行

政

無

線

、

館

内

放

送

な

ど

）

そ

の

他

見

聞

き

し

な

か

っ
た

1000 80.9 11.1 31.3 23.6 18.6 6.6 0.5 3.9

男性 453 78.1 12.8 28.7 23.4 15.9 7.1 0.7 4.0

女性 547 83.2 9.7 33.5 23.8 20.8 6.2 0.4 3.8

１０代～２０代 119 75.6 15.1 31.1 23.5 36.1 5.0 0.0 8.4

３０代 157 77.7 8.3 31.8 22.9 26.8 1.3 0.0 7.0

４０代 180 76.7 7.8 27.8 20.0 22.8 4.4 0.6 2.8

５０代 168 82.7 13.1 31.0 26.2 13.1 6.0 0.6 3.0

６０代以上 376 85.1 11.7 33.0 24.5 10.1 10.6 0.8 2.1

震度６弱 27 81.5 14.8 22.2 18.5 18.5 25.9 0.0 0.0

震度５強 345 80.9 11.9 31.6 26.4 18.0 3.8 0.6 2.9

震度５弱 628 80.9 10.5 31.5 22.3 18.9 7.3 0.5 4.6

宮崎県 413 81.8 11.1 30.8 25.9 17.7 6.1 0.5 3.4

鹿児島県 587 80.2 11.1 31.7 22.0 19.3 7.0 0.5 4.3

地震発生時

にいた場所別

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下

全体

性別

年代別

震度別
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（２）南海トラフ地震臨時情報に関する認知 

Q24 南海トラフ地震臨時情報がどのような情報であるか知っていましたか。 

 

 

 

南海トラフ地震臨時情報に関する認知ついては、「どのような情報であるか知っていた（知っている）」と回

答した人は、＜今回発表される前＞は３割台半ば（34.3％）であったが、＜今現在＞は７割弱（67.8％）で、

33.5 ポイント高くなっている。「名前も知らなかった（知らない）」と回答した人は、＜今回発表される前＞は

２割弱（18.0％）であったが、＜今現在＞は4.2％となっている。 

 

  

今回発表される前 (n=1000）

今現在 (n=1000）

34.3

67.8

47.7

28.0

18.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような情報であるか知っていた（知っている）

名前は聞いたことはあるが、どのような情報であるかは知らなかった（知らない）

名前も知らなかった（知らない）
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＜今回発表される前＞ 

 

 

性別にみると、男性では「どのような情報であるか知っていた（知っている）」と回答した人が４割弱

（38.9％）で、女性（30.5％）より8.4 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、６０代以上では「どのような情報であるか知っていた（知っている）」と回答した人が４割強

（42.6％）と高くなっている。１０代～２０代では、「名前も知らなかった（知らない）」と回答した人が２割台

半ば（26.9％）と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

34.3

38.9

30.5

34.5

25.5

30.0

28.6

42.6

29.6

34.2

34.6

35.4

33.6

47.7

42.2

52.3

38.7

52.9

50.0

52.4

45.2

51.9

43.5

49.8

43.1

50.9

18.0

19.0

17.2

26.9

21.7

20.0

19.0

12.2

18.5

22.3

15.6

21.5

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような情報であるか知っていた（知っている）

名前は聞いたことはあるが、どのような情報であるかは知らなかった（知らない）

名前も知らなかった（知らない）
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＜今現在＞ 

 

 

年代別にみると、６０代以上では「どのような情報であるか知っていた（知っている）」と回答した人が７割台

半ば（74.2％）と高くなっている。 

震度別にみると、震度５強では「どのような情報であるか知っていた（知っている）」と回答した人が７割台半

ば（73.0％）と高くなっている。 

 

  

全体 (n=1000）

＜性別＞

男性 (n=453）

女性 (n=547）

＜年代別＞

１０代～２０代 (n=119）

３０代 (n=157）

４０代 (n=180）

５０代 (n=168）

６０代以上 (n=376）

＜震度別＞

震度６弱 (n=27）

震度５強 (n=345）

震度５弱 (n=628）

＜地震発生時にいた場所別＞

宮崎県 (n=413）

鹿児島県 (n=587）

67.8

69.1

66.7

71.4

58.6

60.6

67.3

74.2

51.9

73.0

65.6

71.7

65.1

28.0

26.7

29.1

21.8

35.0

34.4

29.8

23.1

44.4

22.9

30.1

24.5

30.5

4.2

4.2

4.2

6.7

6.4

5.0

3.0

2.7

3.7

4.1

4.3

3.9

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような情報であるか知っていた（知っている）

名前は聞いたことはあるが、どのような情報であるかは知らなかった（知らない）

名前も知らなかった（知らない）
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（３）地震や津波の情報取得に対する意識の変化 

Q25 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）に伴い政府から「地震の備えの再確認」が呼びかけ

られました。この情報発表前後で、緊急地震速報を含む地震や津波の情報の取得に対する意識

に変化がありましたか。（いくつでも） 

 

 

 

地震や津波の情報取得に対する意識の変化については、「すぐに情報が取れるように、起きている時にはラジオ

やスマートフォン等を携帯するようにした」と回答した人が３割台半ば（35.3％）と最も高くなっている。次い

で「すぐに情報が取れるように、就寝時にはラジオやスマートフォンを枕元に置くようにした」と回答した人が

３割強（31.4％）、「ニュースをこまめに確認するようになった」と回答した人が３割弱（29.4％）となっている。 

 

  

n=1000

すぐに情報が取れるように、起きている時にはラジオや
スマートフォン等を携帯するようにした

すぐに情報が取れるように、就寝時にはラジオや
スマートフォンを枕元に置くようにした

スマートフォンに防災用アプリをインストールした

自治体等の災害情報メールやアプリ、SNS等に登録した

（聞こえやすいように）スマートフォンの音量を大きくした

ニュースをこまめに確認するようになった

地震や津波に関する情報の内容について調べた

その他

特に変化はなかった

地震の備えの再確認が呼びかけられたことを知らなかった

35.3

31.4

12.8

9.5

4.4

29.4

19.4

1.2

21.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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年代別にみると、３０代では「すぐに情報が取れるように、起きている時にはラジオやスマートフォン等を

携帯するようにした」と回答した人が４割強（42.7％）と高くなっている。「すぐに情報が取れるように、就寝

時にはラジオやスマートフォンを枕元に置くようにした」と回答した人は、年代が高いほど高くなり、６０代以

上では３割台半ば（34.8％）となっている。 
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1000 35.3 31.4 12.8 9.5 4.4 29.4 19.4 1.2 21.6 3.6

男性 453 33.6 28.7 12.1 9.3 4.0 24.9 18.8 0.7 25.2 3.3

女性 547 36.7 33.6 13.3 9.7 4.8 33.1 19.9 1.6 18.6 3.8

１０代～２０代 119 38.7 26.9 16.0 12.6 10.1 24.4 21.8 0.0 16.8 10.9

３０代 157 42.7 29.3 10.2 7.6 4.5 29.3 24.2 1.9 21.0 5.1

４０代 180 29.4 28.9 12.8 8.3 2.2 26.1 21.1 0.6 20.6 4.4

５０代 168 36.3 31.5 19.0 10.1 3.6 32.7 20.2 2.4 19.6 2.4

６０代以上 376 33.5 34.8 10.1 9.6 4.0 31.1 15.4 1.1 24.7 0.8

震度６弱 27 37.0 22.2 11.1 7.4 7.4 14.8 22.2 0.0 18.5 3.7

震度５強 345 38.0 33.0 15.9 9.3 3.5 29.0 22.3 0.9 21.4 2.6

震度５弱 628 33.8 30.9 11.1 9.7 4.8 30.3 17.7 1.4 21.8 4.1

宮崎県 413 36.6 31.7 14.5 9.4 4.1 28.3 22.5 1.0 21.1 2.7

鹿児島県 587 34.4 31.2 11.6 9.5 4.6 30.2 17.2 1.4 22.0 4.3

地震発生時

にいた場所別

全体との差

■＝＋10ポイント以上

■＝＋5ポイント以上

■＝－10ポイント以下

■＝－5ポイント以下

全体

性別

年代別

震度別
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あなたご⾃⾝に関するアンケート

モニターの皆様へのお願い

本アンケートには、⼀般に公開していない情報が含まれる場合があります。
本アンケート内で知り得た情報について、決して第三者に⼝外しないよう、お願いします。

「第三者への⼝外」に含まれる例

⼝頭、電話、メール等で友⼈・知⼈に話す

SNSやブログ、掲⽰板等に書き込む

その他、⼿段を問わず、情報を第三者に伝達する⾏為

注意事項

複数のアンケート画⾯を同時に開くと、正常に回答できません。
アンケートはひとつずつご回答ください。

アンケートへの回答は、「動作環境」に記載の環境からお願いします。

本アンケートは、回答を中断してから1時間以内は中断した質問から再開可能です。
（システム緊急対応等により再開できない場合もありますので、予めご了承ください。）

未成年者、成年被後⾒⼈、被保佐⼈または被補助⼈である⽅は、必ず保護者その他の法定代理⼈に同意を得た上でご参加く
ださい。アンケートの途中に同意をいただく場⾯が⽣じた場合も、個別に保護者その他の法定代理⼈に同意を得ていただく
よう、お願いします。

回答結果は、当社の「個⼈情報保護⽅針」に基づいて取り扱います。

回答結果は、性別・年齢・居住都道府県等を付記した上で、本アンケートの依頼主に提供されます。

本アンケート内で個別に同意を得ない限り、⽒名・メールアドレス等の個⼈を特定できる情報を削除または加⼯（暗号化を
含みます）せずに依頼主に提供することはありません。

当社は依頼主から回答や分析結果の⼀部を取得して、後⽇別の調査の案内を送付するために利⽤することがあります。

回答内容や分析結果に健康情報や疾患傾向等の要配慮個⼈情報が含まれていた場合、当社が当該要配慮個⼈情報を取得する
ことがあります。

上記の内容をご確認いただき、同意してご協⼒いただける場合のみ、「同意し、アンケート開始」を押してアンケートを開始して
ください。

同意し、アンケート開始同意し、アンケート開始

このアンケートには、［⾃然災害］に関連した質問が含まれる場合があります。
ご回答いただいた内容は、楽天インサイトのクライアントおよびプロジェクト関係者に提供され、本プロジ
ェクトの分析にのみ利⽤します。
この内容を基に、ご回答された⽅を特定しようとしたり、直接、広告・販促を実施したりすることはありま
せん。

回答を希望されない場合、不快に感じられた場合は恐れ⼊りますが調査への参加を中⽌ください。

[質問] 項番は回答者へは表⽰しません

改ページ

「あなたご⾃⾝に関するアンケート」⼀覧プレビュー  簡易表⽰ 条件設定閉

https://enq.internet-research.jp/preview/list/print/sp/F6CsI8Em7DhNYU4OlSSBQA/
https://enq.internet-research.jp/preview/list/print/sp/F6CsI8Em7DhNYU4OlSSBQA/
https://enq.internet-research.jp/preview/list/print/no_logic/F6CsI8Em7DhNYU4OlSSBQA/


このアンケートには、［郵便番号］を聴取する質問が含まれる場合があります。
ご回答いただいた内容は、楽天インサイトのクライアントおよびプロジェクト関係者に提供され、本プロジ
ェクトの分析にのみ利⽤します。
この内容を基に、ご回答された⽅を特定しようとしたり、直接、広告・販促を実施したりすることはありま
せん。

次へ次へ

[質問] 項番は回答者へは表⽰しません

■令和６年８⽉８⽇１６時４２分に⽇向灘で地震が発⽣し、宮崎県で最⼤震度６弱、⿅児島県
で最⼤震度５強を観測するなどしました。
今回のアンケートでは、この地震で発表された緊急地震速報を⾒聞きした時の⾏動などについ
てうかがいます。

SC1
必須 この地震で緊急地震速報を⾒聞きしましたか。

1. ⾒聞きした

2. ⾒聞きしていない

3. 覚えていない

次へ次へ

終了条件

SC
優先順位 条件名 条件式

1 調査対象外のため (SC1 or 3)

改ページ

改ページ



SC2
必須 地震発⽣時、どちらにいらっしゃいましたか。

【宮崎県】

1. 宮崎市

2. 都城市

3. ⽇南市

4. ⼩林市

5. 串間市

6. 三股町

7. ⾼原町

8. 国富町

9. ⾼鍋町

10. 新富町

【⿅児島県】

11. ⿅児島市

12. ⿅屋市

13. 垂⽔市

14. 曽於市

15. 霧島市

16. 姶良市

17. ⼤崎町

18. 東串良町

19. 肝付町

20. 上記以外

次へ次へ

終了条件

SC
優先順位 条件名 条件式

2 調査対象外のため (SC2 or 20)

SC終了



終了条件

SC
優先順位 条件名 条件式

1 調査対象外のため (SC1 or 3)

2 調査対象外のため (SC2 or 20)

クォータ設定

SC終了質問
No 項番 質問 改ページ 質問タイプ

1 SC2 地震発⽣時、どちらにいらっしゃいましたか。 改ページ ラジオボタン

本調査対象条件
優先順回収

No 条件名 条件式

1 震度6弱男性10代・20代 ((SC2 or 3) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or 18歳~2
9歳))

2 震度6弱男性30代 ((SC2 or 3) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or 30歳~3
9歳))

3 震度6弱男性40代 ((SC2 or 3) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or 40歳~4
9歳))

4 震度6弱男性50代 ((SC2 or 3) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or 50歳~5
9歳))

5 震度6弱男性60代以上 ((SC2 or 3) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or 60歳~7
9歳))

6 震度6弱⼥性10代・20代 ((SC2 or 3) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or 18歳~2
9歳))

7 震度6弱⼥性30代 ((SC2 or 3) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or 30歳~3
9歳))

8 震度6弱⼥性40代 ((SC2 or 3) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or 40歳~4
9歳))

9 震度6弱⼥性50代 ((SC2 or 3) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or 50歳~5
9歳))

10 震度6弱⼥性60代以上 ((SC2 or 3) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or 60歳~7
9歳))

11 震度5強男性10代・20代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or
18歳~29歳))

12 震度5強男性30代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or
30歳~39歳))

13 震度5強男性40代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or
40歳~49歳))

14 震度5強男性50代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or
50歳~59歳))

15 震度5強男性60代以上 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or 男性) AND (年齢 or
60歳~79歳))

16 震度5強⼥性10代・20代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or
18歳~29歳))

17 震度5強⼥性30代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or
30歳~39歳))

18 震度5強⼥性40代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or
40歳~49歳))

19 震度5強⼥性50代 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or
50歳~59歳))

20 震度5強⼥性60代以上 ((SC2 or 1~2,5,17) AND (性別 or ⼥性) AND (年齢 or
60歳~79歳))

21 震度5弱男性10代・20代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or 男性) AND
(年齢 or 18歳~29歳))

22 震度5弱男性30代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or 男性) AND
(年齢 or 30歳~39歳))

23 震度5弱男性40代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or 男性) AND
(年齢 or 40歳~49歳))

24 震度5弱男性50代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or 男性) AND
(年齢 or 50歳~59歳))

25 震度5弱男性60代以上 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or 男性) AND
(年齢 or 60歳~79歳))



26 震度5弱⼥性10代・20代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or ⼥性) AND
(年齢 or 18歳~29歳))

27 震度5弱⼥性30代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or ⼥性) AND
(年齢 or 30歳~39歳))

28 震度5弱⼥性40代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or ⼥性) AND
(年齢 or 40歳~49歳))

29 震度5弱⼥性50代 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or ⼥性) AND
(年齢 or 50歳~59歳))

30 震度5弱⼥性60代以上 ((SC2 or 4,6~16,18~19) AND (性別 or ⼥性) AND
(年齢 or 60歳~79歳))

Q1 地震発⽣時にいた場所の郵便番号をお答えください。

※郵便番号が不明な⽅は、下記URLから検索できます。

https://www.post.japanpost.jp/zipcode/

郵便番号
000 - 0000 ＜半⾓数字＞

次へ次へ

Q2
必須

地震発⽣時、どちらにいらっしゃいましたか。
⾃動⾞や電⾞など交通機関で移動中の⽅は、「屋外」のうちいずれか近いものを選択してくださ
い。

1. ⼾建住宅

2. 集合住宅（マンション、アパート、⾼齢者⼊居施設、学校・会社の寮など）

3. 住宅以外の建物内

4. 屋外（街中や住宅地、⽥畑、⾃宅の庭など）

5. 屋外（⼭や森の中）

6. 屋外（浜、磯、堤防等の海のすぐ近く）

7. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

次へ次へ

本調査開始

改ページ

改ページ

https://www.post.japanpost.jp/zipcode/


条件設定

選択肢表⽰条件

前提条件 全て⾮表⽰

No 条件式 表⽰項⽬

1 (Q2 or 1~3) 1. 座っていた、寝転がっていた（⽬は覚めていた）
2. ⽴っていた、歩いていた
3. ⾛っていた、スポーツをしていた
7. 眠っていた
8. その他︓
9. 覚えていない

2 (Q2 or 4~7) 1. 座っていた、寝転がっていた（⽬は覚めていた）
2. ⽴っていた、歩いていた
3. ⾛っていた、スポーツをしていた
4. ⾃動⾞の運転や、⼤型機械の操作をしていた
5. ⾃転⾞やバイクを運転していた
6. 乗り物で移動していた（運転はしていない）
7. 眠っていた
8. その他︓
9. 覚えていない

Q3
必須 地震発⽣時、何をされていましたか。

1. 座っていた、寝転がっていた（⽬は覚めていた）

2. ⽴っていた、歩いていた

3. ⾛っていた、スポーツをしていた

4. ⾃動⾞の運転や、⼤型機械の操作をしていた

5. ⾃転⾞やバイクを運転していた

6. 乗り物で移動していた（運転はしていない）

7. 眠っていた

8. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

9. 覚えていない

次へ次へ

改ページ



質問表⽰条件

条件式

(Q3 or 7)

Q4
必須 「眠っていた」⽅は、何をきっかけに⽬を覚ましましたか。

1. 緊急地震速報で

2. 地震の揺れで

3. 周りの⼈の声で

4. 何で⽬を覚ましたか覚えていない

5. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

次へ次へ

Q5
必須

あなたがいた場所は、ものが落ちてくる、倒れてくる、閉じ込められる等、地震の揺れに対して危
険を感じましたか。

1. 危険であると感じた

2. 危険がないと感じた

3. 危険があったか分からなかった

次へ次へ

改ページ

改ページ



質問表⽰条件

条件式

(SC1 or 1)

Q6
必須

この地震の緊急地震速報を何で⾒聞きしましたか。
（いくつでも）

1. テレビ

2. ラジオ

3. エリアメール、緊急速報メール（携帯電話・スマートフォン）

4. 防災アプリ（スマートフォン）
（例︓NHKニュース・防災アプリ、Yahoo!防災速報、PREP・ゆれくるコール、NERV防災など）

5. SNS（X（旧Twitter）、YouTube、Instagram、LINEなど）

6. 公共の放送設備による放送（防災⾏政無線、館内放送など）

7. 専⽤受信機(パソコンの専⽤ソフトを含む)

8. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

次へ次へ

質問表⽰条件

条件式

(SC1 or 1)

Q7
必須

緊急地震速報を⾒たり聞いたりしてから強い地震の揺れを感じるまで、だいたいどのくらいの時間
があったと感じましたか。

1. 緊急地震速報の前に強い揺れが来た

2. ほぼ同時に強い揺れが来た

3. 5秒以内に強い揺れが来た

4. 5秒から10秒以内に強い揺れが来た

5. 10秒以上後に強い揺れが来た

6. よくおぼえていない

次へ次へ

改ページ

改ページ



質問表⽰条件

条件式

(SC1 or 1)

Q8
必須 ⾳や映像で緊急地震速報であるとすぐに認識できましたか。

1. はい

2. いいえ

次へ次へ

質問表⽰条件

条件式

(SC1 or 1)

Q9
必須 緊急地震速報を⾒聞きした際、あなたは何か⾏動をとりましたか。

1. なんらかの⾏動をとった

2. なにもしなかった

次へ次へ

改ページ

改ページ



条件設定

選択肢表⽰条件

前提条件 全て⾮表⽰

No 条件式 表⽰項⽬

1 (Q3 or 1~3,6~9) 1. その場で⾝構えた
2. 周囲から倒れてくる物がないか注意した
3. 安全と思う場所に移動した
4. 頭を守る、机の下で⾝を隠すなどその場で⾝を守るための⾏動
をとった
5. ⼦どもや家族など⾝近な⼈を守ろうとした
6. ⽕の始末をした
7. 家具などを押えた、または押えようとした
8. ドアなどを開けて逃げ道を確保した
9. 外へ出た、または出ようとした
10. 周りの⼈に地震が来ることを知らせた
11. テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした
12. 家族や知⼈の安否を確かめた
13. 避難する準備をした
16. その他 具体的に︓
17. 覚えていない

2 (Q3 or 4~5) 1. その場で⾝構えた
2. 周囲から倒れてくる物がないか注意した
3. 安全と思う場所に移動した
4. 頭を守る、机の下で⾝を隠すなどその場で⾝を守るための⾏動
をとった
5. ⼦どもや家族など⾝近な⼈を守ろうとした
6. ⽕の始末をした
7. 家具などを押えた、または押えようとした
8. ドアなどを開けて逃げ道を確保した
9. 外へ出た、または出ようとした
10. 周りの⼈に地震が来ることを知らせた
11. テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした
12. 家族や知⼈の安否を確かめた
13. 避難する準備をした
14. （乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした
15. （乗り物を運転しており）急ブレーキをかけた
16. その他 具体的に︓
17. 覚えていない

質問表⽰条件

条件式

(Q9 or 1)

Q10
必須

緊急地震速報を⾒聞きしてどういう⾏動をとりましたか。
（いくつでも）

1. その場で⾝構えた

2. 周囲から倒れてくる物がないか注意した

3. 安全と思う場所に移動した

4. 頭を守る、机の下で⾝を隠すなどその場で⾝を守るための⾏動をとった

5. ⼦どもや家族など⾝近な⼈を守ろうとした

6. ⽕の始末をした

7. 家具などを押えた、または押えようとした

8. ドアなどを開けて逃げ道を確保した

9. 外へ出た、または出ようとした

10. 周りの⼈に地震が来ることを知らせた

11. テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした

12. 家族や知⼈の安否を確かめた

13. 避難する準備をした

14. （乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした

15. （乗り物を運転しており）急ブレーキをかけた

16. その他 具体的に︓ (回答必須

17. 覚えていない (排他)

次へ次へ

回答⽭盾制御



エラー条件
優先順位 条件名/カスタムメッセージ 条件式 発動条件

3 Q10 エラー (Q10 and 14~15) 成⽴

選択肢14「（乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした」と選択肢15「（乗り物を運転しており）急ブレーキをか
けた」を同時に選択することはできません。回答内容を確認してください。

質問表⽰条件

条件式

(Q9 or 2)

Q11
必須 緊急地震速報を⾒聞きしても「なにもしなかった」主な理由をお答えください。

1. そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に移動していたから

2. 緊急地震速報を⾒聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから

3. 怖くて動くことができなかったから

4. たいした揺れではないと思ったから

5. 緊急地震速報を信じていなかったから

6. 緊急地震速報を受けてから⾏動しようと思ったが間に合わなかったから（揺れ始めていたから）

7. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

次へ次へ

質問表⽰条件

条件式

(SC1 or 1)

Q12
必須

緊急地震速報の効果はありましたか。
（いくつでも）

1. 揺れに対する⼼構えができた

2. ⾝を守るための⾏動ができた

3. 周りの⼈に地震が来ることを知らせることができた

4. 周りの⼈を守ることができた

5. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

6. 効果はなかった(排他)

次へ次へ

改ページ

改ページ



質問表⽰条件

条件式

(SC1 or 1)

Q13
必須 緊急地震速報を⾒聞きされたり、揺れたりしている最中に、津波のことを考えましたか。

1. 津波が必ず来ると考えた

2. 津波が来るかもしれないと考えた

3. 津波は来ないだろうと考えた

4. 津波のことは考えなかった

5. 覚えていない

次へ次へ

Q14
必須 地震で揺れを感じましたか。

1. 感じなかった

2. 弱い揺れを感じた（驚くほどではなかった）

3. 驚くほどの強い揺れを感じた

4. 恐怖を覚えるほどの激しい揺れを感じた

5. 覚えていない

次へ次へ

改ページ

改ページ

改ページ



質問表⽰条件

条件式

(Q14 or 2~4)

Q15
必須 揺れを感じたとき、あなたは何か⾏動をとりましたか。

1. なんらかの⾏動をとった

2. なにもしなかった

次へ次へ

改ページ



条件設定

選択肢表⽰条件

前提条件 全て⾮表⽰

No 条件式 表⽰項⽬

1 (Q3 or 1~3,6~9) 1. その場で⾝構えた
2. 周囲から倒れてくる物がないか注意した
3. 安全と思う場所に移動した
4. 頭を守る、机の下で⾝を隠すなどその場で⾝を守るための⾏動
をとった
5. ⼦どもや家族など⾝近な⼈を守ろうとした
6. ⽕の始末をした
7. 家具などを押えた、または押えようとした
8. ドアなどを開けて逃げ道を確保した
9. 外へ出た、または出ようとした
10. 周りの⼈に地震が来ることを知らせた
11. テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした
12. 家族や知⼈の安否を確かめた
13. 避難する準備をした
16. その他 具体的に︓
17. 覚えていない

2 (Q3 or 4~5) 1. その場で⾝構えた
2. 周囲から倒れてくる物がないか注意した
3. 安全と思う場所に移動した
4. 頭を守る、机の下で⾝を隠すなどその場で⾝を守るための⾏動
をとった
5. ⼦どもや家族など⾝近な⼈を守ろうとした
6. ⽕の始末をした
7. 家具などを押えた、または押えようとした
8. ドアなどを開けて逃げ道を確保した
9. 外へ出た、または出ようとした
10. 周りの⼈に地震が来ることを知らせた
11. テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした
12. 家族や知⼈の安否を確かめた
13. 避難する準備をした
14. （乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした
15. （乗り物を運転しており）急ブレーキをかけた
16. その他 具体的に︓
17. 覚えていない

質問表⽰条件

条件式

(Q15 or 1)

Q16
必須

揺れをきっかけに、あなたはどのような⾏動を取りましたか。
（いくつでも）

1. その場で⾝構えた

2. 周囲から倒れてくる物がないか注意した

3. 安全と思う場所に移動した

4. 頭を守る、机の下で⾝を隠すなどその場で⾝を守るための⾏動をとった

5. ⼦どもや家族など⾝近な⼈を守ろうとした

6. ⽕の始末をした

7. 家具などを押えた、または押えようとした

8. ドアなどを開けて逃げ道を確保した

9. 外へ出た、または出ようとした

10. 周りの⼈に地震が来ることを知らせた

11. テレビやラジオ、携帯電話などで地震情報を知ろうとした

12. 家族や知⼈の安否を確かめた

13. 避難する準備をした

14. （乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした

15. （乗り物を運転しており）急ブレーキをかけた

16. その他 具体的に︓

17. 覚えていない (排他)

次へ次へ

回答⽭盾制御



エラー条件
優先順位 条件名/カスタムメッセージ 条件式 発動条件

4 Q16 エラー (Q16 and 14~15) 成⽴

選択肢14「（乗り物を運転しており）緩やかにスピードを落とした」と選択肢15「（乗り物を運転しており）急ブレーキをか
けた」を同時に選択することはできません。回答内容を確認してください。

条件設定

選択肢表⽰条件

前提条件 全て⾮表⽰

No 条件式 表⽰項⽬

1 (SC1 or 1) 1. そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に
移動していたから
2. 緊急地震速報を⾒聞きしたが、何をしてよいかわからなかった
から
3. 怖くて動くことができなかったから
4. たいした揺れではないと思ったから
5. 緊急地震速報を信じていなかったから
6. 緊急地震速報を受けてから⾏動しようと思ったが間に合わなか
ったから（揺れ始めていたから）
7. その他︓

2 (SC1 or 2) 1. そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に
移動していたから
3. 怖くて動くことができなかったから
4. たいした揺れではないと思ったから
7. その他︓

質問表⽰条件

条件式

(Q15 or 2)

Q17
必須 揺れを感じても、「なにもしなかった」主な理由をお答えください。

1. そのときいた場所が安全だと思ったから、すでに安全な場所に移動していたから

2. 緊急地震速報を⾒聞きしたが、何をしてよいかわからなかったから

3. 怖くて動くことができなかったから

4. たいした揺れではないと思ったから

5. 緊急地震速報を信じていなかったから

6. 緊急地震速報を受けてから⾏動しようと思ったが間に合わなかったから（揺れ始めていたから）

7. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

次へ次へ

改ページ

改ページ



■地震発⽣前から現在までのことをおうかがいします。

Q18
必須 緊急地震速報を⾒聞きした際の対応について考えていましたか。

1. 常⽇頃から考えていた

2. 今回の地震を機に考えるようになった

3. 特に考えていない

次へ次へ

改ページ



Q19
必須 緊急地震速報に関する以下の事柄についてあなたはご存知ですか。

1. 緊急地震速報は、地震発⽣前に、地震を予知して発表されるものではなく、
地震が発⽣した後に、強い「揺れ」が来ることをお知らせするものである

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

2. 緊急地震速報には「警報」と「予報」の2種類があり、これらは発表の基準やお知らせの⽅法が異なる

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

3. 緊急地震速報（警報）は、最⼤震度が5弱以上を予想した場合に、震度4以上が予想される地域を対象に発表される

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

4. 緊急地震速報（警報）は、⻑周期地震動階級3以上を予想した場合にも発表される

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

5. 緊急地震速報を⾒聞きしてから、強い揺れが来るまでの時間は⻑くても⼗数秒〜数⼗秒である

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

6. 地震が発⽣した場所に近いところでは、緊急地震速報の発表が強い揺れに間に合わないことがある

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

7. 緊急地震速報で発表される予想震度の値は、震度でプラスマイナス1程度の誤差を伴う

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

8. 特に⼤規模な地震に対しては、地震の⼤きさの予測精度に限界がある

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼



9. 事故、落雷、機器の障害など地震以外の現象を地震と誤認して、緊急地震速報を発表する可能性がある

1. 知っている

2. 思っていたものとは違っていた

3. 知らなかった（今回初めて知った）

次へ次へ

▼

改ページ



Q20
必須 緊急地震速報に関する以下の項⽬についてあなたのお考えをお答えください。

1. 緊急地震速報を⾒聞きした時、具体的に何をすべきか分からない

1. そう思う

2. そう思わない

3. わからない

2. 緊急地震速報は間に合わないこともあるので、役に⽴たないと思う

1. そう思う

2. そう思わない

3. わからない

3. 緊急地震速報の予測が不確実でも、発表して欲しいと思う

1. そう思う

2. そう思わない

3. わからない

4. 予測が⼤きく外れることになってもいいので、緊急地震速報はもっと早く提供してほしい

1. そう思う

2. そう思わない

3. わからない

5. 提供のタイミングがもっと遅くなってもいいので、緊急地震速報は震度の予測が外れないようにしてほしい

1. そう思う

2. そう思わない

3. わからない

6.
緊急地震速報（警報）の発表される回数が今より増えても構わないので、震度による発表基準を下げてほしい
（最⼤震度4でも発表）

1. そう思う

2. そう思わない

3. わからない

7. 緊急地震速報（警報）の震度による発表基準を上げてほしい（最⼤震度5強以上で発表）

1. そう思う

2. そう思わない

3. わからない

次へ次へ

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

改ページ



(⽂字数制限なし)

Q21
必須 将来の緊急地震速報に最も期待することはどれですか。

1. 強い揺れがどこまで来ているかを知らせてほしい

2. 強い揺れがいつまで続くかを知らせてほしい

3. 時々刻々（例えば数秒毎に）の揺れの強さを知らせてほしい

4. 期待することはない

次へ次へ

Q22 緊急地震速報が役に⽴った事例や今後の緊急地震速報の改善についてなど、緊急地震速報全般に
対してのご意⾒等ございましたらご⾃由にご記⼊ください。

次へ次へ

Q23
必須

この地震を契機に、8⽉8⽇19時15分に南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）が発表されま
した。
南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）を何で⾒聞きしましたか。
（いくつでも）

1. テレビ

2. ラジオ

3. エリアメール、緊急速報メール（携帯電話・スマートフォン）

4.
防災アプリ（スマートフォン）
（例︓NHKニュース・防災アプリ、Yahoo!防災速報、PREP・ゆれくるコール、NERV防災など）

5. SNS（X（旧Twitter）、YouTube、Instagram、LINEなど）

6. 公共の放送設備による放送（防災⾏政無線、館内放送など）

7. その他︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

8. ⾒聞きしなかった(排他)

次へ次へ

改ページ

改ページ

改ページ



Q24
必須 南海トラフ地震臨時情報がどのような情報であるか知っていましたか。

1. 今回発表される前

1. どのような情報であるか知っていた（知っている）

2. 名前は聞いたことはあるが、どのような情報であるかは知らなかった（知らない）

3. 名前も知らなかった（知らない）

2. 今現在

1. どのような情報であるか知っていた（知っている）

2. 名前は聞いたことはあるが、どのような情報であるかは知らなかった（知らない）

3. 名前も知らなかった（知らない）

次へ次へ

回答⽭盾制御

エラー条件
優先順位 条件名/カスタムメッセージ 条件式 発動条件

1 Q24 エラー1 ((Q24_1 or 1) AND (Q24_2 or 2~3)) 成⽴

項⽬1（今回発表される前）で、「どのような情報であるか知っていた」と回答しているため、項⽬2（今現在）では、「どの
ような情報であるか知っていた」以外回答することはできません、回答内容を確認してください。

2 Q24 エラー2 ((Q24_1 or 2) AND (Q24_2 or 3)) 成⽴

項⽬1（今回発表される前）で、「名前は聞いたことはあるが、どのような情報であるかは知らなかった」と回答しているた
め、項⽬2（今現在）では、「どのような情報であるか知っていた」または、「名前は聞いたことはあるが、どのような情報で
あるかは知らなかった」のいずれかを回答してください。

▼

▼
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Q25
必須

南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）に伴い政府から「地震の備えの再確認」が呼びかけら
れました。
この情報発表前後で、緊急地震速報を含む地震や津波の情報の取得に対する意識に変化がありま
したか。
（いくつでも）

1. すぐに情報が取れるように、起きている時にはラジオやスマートフォン等を携帯するようにした

2. すぐに情報が取れるように、就寝時にはラジオやスマートフォンを枕元に置くようにした

3. スマートフォンに防災⽤アプリをインストールした

4. ⾃治体等の災害情報メールやアプリ、SNS等に登録した

5. （聞こえやすいように）スマートフォンの⾳量を⼤きくした

6. ニュースをこまめに確認するようになった

7. 地震や津波に関する情報の内容について調べた

8. その他 具体的に︓ (回答必須)(⼊⼒制限なし)(200⽂字まで)

9. 特に変化はなかった(排他)

10. 地震の備えの再確認が呼びかけられたことを知らなかった(排他)

次へ次へ

その他設定

回答途中保存期間
1時間(クロスデバイスあり)

アンケートにご回答いただき、ありがとうございました。

【あなたご⾃⾝に関するアンケート】の獲得ポイント

◯◯ポイント

閉じる閉じる

改ページ


